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　ギシッ、ギシッ

「……ん、あ、はあ」

　悩ましげな甘い声が、寝台の軋む音に混じって聞こえる。それが自分の声だとは信じられない。

「あ、ああ、だめ……ああ」

「だめ？　何がだめなのだ？」

　嘲笑を含んだ彼の声が、弱々しい拒絶に対して問う。

「こんなに私のものを締めつけ絡みついてくるのに、やめてほしいのか」

「だめ、そこは、ああああ」

　何度も受け入れ、形を覚えている男のものは、回数を重ねるごとに体に馴染んでいた。今では最初から対のものだったかのように、彼女の中にピタリと嵌っている。

　純真無垢だった体は、注がれ続けた男の精を養分として、芳かんばしい色香を放つ大輪の花へと生まれ変わる。

　ピンと張り勃ち上がった胸の頂に、吸い込まれるように男が身を屈め、そこに齧かじりつくと、咥くわえ込んだままの男の陰茎を包む肉壁が収縮し、きつく締めた。

　乳房を口に含んだまま、男は喉の奥を鳴らして喉仏を上下させた。

　その反応が無意識のもので、彼女の体が快楽に対し正直に反応しているのだとわかっている男は、それを引き出したのが己であることに歓び、胸を高鳴らせた。

「あ、や、もう無理」

　締めつけるのに反して、男の陰茎は歓びに比例して質量を増し、彼女の膣壁をさらに押し広げた。

「無理ではない。これくらい激しいのは、いつものことだろう？」

　乳房から離した口と乳首との間に、銀色の橋ができ途切れる。

　繰り返し幾晩も抱き続け、男は彼女の体のことを本人以上に知りつくしている。無理だと喘ぎながら訴えても、本当の限界はまだ先にある。

　華奢きゃしゃで骨が浮いていた体は、働きずくめの生活を止め、用意された食事を残さず食べるようになったことで、ふっくらと肉付きがよくなってきている。

　まだ折れそうなほどに細い腰ではあるが、肌は張り詰め弾力も増し、最初の頃に比べると抱き心地は格段に良くなった。

　自分が彼女の体に官能を教え込んだという事実が、更に男の情欲を掻き立てる。

　宵の口から始まった行為は、日付が変わる頃まで続けられるのはざらだった。

　彼女が疲れ果て眠りに落ちている間も、その身を腕に抱き艶やかに磨き上げられたミルクティーブロンドの髪の香りに酔いしれていることを、彼女は知らない。

　とは言え、男もいつまでもただ挿いれたままで終わらせるつもりはなかった。

　一度膣口近くまで引き、更に奥へと肉棒を最奥に打ち立てた。

　その瞬間、一層高い喘ぎ声を発し、彼女の体が弓の弦のように、ピンと張り詰める。

「あ、だ、だめ、まだ、あああ」

　余韻が未だ引かないうちに、プクリと膨れた珊瑚色の愛芽をピンと弾かれて、彼女はまたもや絶頂を迎えた。

「美しい。君は誰より美しく、純真に見えて妖艶だ。男を狂わせる」

　シーツの上に広がる清浄な月を編んだような髪を掬い上げ、指に絡めて口に食む。自分との交わりで白い肌が色づいて、それがまた艶めかしい。

　日を追うごとに閨事にも慣れ、最初の頃のぎこちなさは無くなってきているが、まだどこか心までは許しきっていない頑なさが見える。

　そのせいか絶頂を迎える時、彼女はいつも目を閉じる。

　快楽を分かち合い恥ずかしい部分を曝け出し、一糸纏わぬ姿で一番深く繋がっているというのに。絶頂に達する己を恥じているのか、それとも今自分をいかせた相手が誰かを直視しないようにしているのか。

「目を開けて、私を見ろ」

　男は親指できつく閉じた瞼を撫でる。

　ゆっくりと開いた瞼の奥で、蜜を溶かしたような琥珀色の瞳に己の姿が映るのを見て、男は少し気が晴れたのか口角を上げた。

「そう。そうやって、誰が自分の中にいるかよく見ておけ」

　涙袋の下ぎりぎりのところを指先でなぞり、男はさらに奥深くを突き上げる。

「あ……」

「目を背けるな」

　顎を捉え、顔を背けるのを阻止する。

「そのまま、私だけを見ていろ」

　瞳が揺れ、唇が震える。凍てつく氷のような男の瞳が、容赦なくその様子を見据える。

「私に従うのが契約だ。わかっているな」

　命令し、支配することに慣れた者の絶対的な言葉。交わした契約は、最初から対等ではなかった。今も男が反故ほごにしようと思えばできる。こちらは相手を選べるが、彼女はそうではない。すでに唯一のもの―純潔―を差し出し、こうして夜毎彼を受け入れている。もう後戻りはできない。

　しかし、選択肢はなかったが拒否はできた。この契約を受け入れることを選んだのは彼女だ。

　腰を引き、再び奥を穿つ。目を逸らさず抽送を繰り返す度、蜜の色が増していく。男の瞳も熱を帯び動きがだんだん激しくなっていく。

「く……」

「あ、ああああ」

　奥を突く先に、子種を待ち受けるように子宮口が下りているのがわかる。

「私の子種を受け入れろ。そして私の子を孕め」

　それが交わした契約。この女の腹に子種を放ち、その身に子を宿すこと。

　これはただ、それだけのための行為。数多の種族が創始の頃から繰り返してきた、種の存続のための行為。愛も欲も関係無い。ただそれだけのこと。

















第一章　氷の公爵
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　サルマイーナ国は、建国から八百年を誇る歴史ある国だ。

　高い城壁に囲まれた王都ルディカイヤは、小高い丘の上に立つ王城に向かって平民街、商業街、貴族街と続いている。

　街のどこにいても王城の赤茶色をした高い尖塔せんとうを見ることができ、月の光を受け淡く発光する白い外壁の美しさは王都名物のひとつであり、国民の誇りだった。

　春が盛りを迎えるその日、王城では領地に戻っていた貴族達が集い、社交シーズンの始まりを告げる祝宴が開かれていた。

　その年成人を迎える貴族の令嬢たちが競うように着飾り、自分たちを一番高く買ってくれる伴侶を求め、しのぎを削り合う。独身の男達は、誰が一番花嫁に相応しいか、仲間内で噂しあう。

　親達は売れ残ってはならないと、目星を付けた殿方に自分達の娘を売り込もうと躍起になる。

　そして今シーズンで人々が注目していることと言えば、この国で今もっとも身分が高い独身貴族、ギルバート・コンティーノ公爵の心を射止める者が現れるかどうかだ。

　今年二十五歳になる彼は、身分だけでなくその容姿も際立っている。

　少し癖のある肩までの黒髪と整った顔立ち、すらりと背が高く広い肩幅とピンと伸びた背筋に長い足、若くして父親から家督を継いで、現在は宰相の補佐としてその辣腕を振るっている。

　令嬢達は濃く澄んだその青い瞳に自らの姿を映そうと競い合うが、未だ彼の視線を釘付けにすることに成功した者はいない。

　今夜も大勢の令嬢達や彼女達の母親が、必死になって彼の姿を探し求めるが、王城の広間に彼の姿はなかった。






　音楽と人々の話し声で騒がしい広間の音が届かない王城の奧には、この国の政務を行う政務宮がある。昼間は大勢の人々で賑やかだが、今はもう殆どの者がその日の仕事を終え、祝宴に参加するか帰宅しているため、しんと静まりかえっている。

「やっぱりここにいたのか」

　廊下に明かりが漏れている部屋の扉をノックもせずに開き、フレデリック・デルロワ侯爵が中にいた人物にそう言った。

「勝手に入ってくるな。フレデリック」

　窓を背にし扉に向かって部屋の奥に座っていた人物が、不機嫌そうに答えた。

「祝宴にも出ず、こんなところで何をやっているのだ、ギルバート宰相補佐官は」

　ギルバート・コンティーノは、やってきたフレデリックにきつい眼差しを向ける。気の弱い者ならその鋭さにたじろぎ何も言えなくなるが、彼は睨まれても怯むことなく、扉を閉めてずかずかと奥へ突き進む。

「見て分からないか、仕事だ。宰相補佐官という仕事は暇ではない。お前も知っているだろう」

「今夜くらいはさっさと切り上げたらどうだ？　お前の登場を待っているご婦人達が、大勢いるというのに」

「彼女達の顔を見るより、仕事をしている方がずっと有意義だ。知っての通り近くローハニア国の使節団がやってくる。彼らを迎えるためにやることが山積みだ」

「ローハニア国ね。あちらはアビゲイル王女を王太子の花嫁にと考えているのだろう」

　フレデリックはギルバートの執務机の端に腰を掛け、長い足を組んで堆うずたかく積まれた書類を一枚手に取って眺めた。

　アビゲイル王女はサルマイーナ国王、セバスティアン三世の二人目の王女で、昨年デビューを終えて十七歳になる。

　月の光を編み込んだような金髪に、緑の瞳をした愛らしい姫は、妖精姫と呼ばれ本国のみならず他国にもその名を馳せている。

「勝手に触るな。中には機密書類もある。いくら近衛騎士団長と言え、見せられないものもあるのだ」

　フレデリックの手からさっと書類を奪い、それが何の書類か確かめてから元の位置へ戻す。

「祝宴には出ないのか」

「陛下の了承は得ている。私がいなくても問題ない」

「今年デビューするご令嬢に、お眼鏡に適う者がいるかもしれないぞ」

「ふん、どこの誰がデビューするかは、書類を見て知っている」

「書類に書かれたことではなく、実際にその目で見てみないとわからないだろう？　ひと目見て恋に落ちるかもしれないぞ」

　ギルバートが今読んでいた書類の上に手を突いて、顔を近づけて言った。

「それは自分のことを言っているのか」

　フレデリックはギルバートより二つ年上で、ギルバート同様ずっと結婚もせず仕事に没頭していた。しかし昨年デビューしたシャロン・クロイチェル伯爵令嬢をひと目見るなり彼女と恋に落ち、半年前に結婚した。

「裏切り者。お前があっさり結婚などするから、前例が出来て変な期待を持たれてしまったのだぞ」

　恨みがましくギルバートが切り返す。

　独身を謳歌していたフレデリックが、あっさりと運命の恋に落ちて結婚した。

　同じ奇跡がギルバートにも起こると信じ、皆が次のシャロン・クロイチェル伯爵令嬢になろうとしのぎを削っているのだ。

「おいおい、何を勝手なことを言っている。お前と違い、私は女性が苦手なわけでも嫌ってもいなかった。結婚したいと思える相手がいなかっただけで、結婚自体を避けていたわけではない」

「わかった。そういうことなら、別に構わない。だが、私をそっちの世界へ引き込もうとするのはやめてもらいたい」

「そっちの世界？」

「自分が『夫』と呼ばれる世界のことだ」

「そんなに嫌なものか。貴族社会の結婚など、殆どが家同士の政略結婚だ」

「法的に夫婦になった相手に目もくれず、別に愛人を囲う意味は？　お互い好意がないならさっさと別れてしまえばいいのに、ずるずると夫婦で居続けるのは愚かだとは思わないか」

　ギルバートが吐き捨てるように言い、フレデリックは彼の心情を思い苦笑する。

「『氷の公爵』。どんな女性にも一瞥もくれず、眉一つ動かさない。誰もその氷の心を溶かすことが出来ない。まるで高潔な人物のように聞こえるが、実際は女性嫌いを拗らせただけなのに、その見た目がそう言わせるのか」

　整った顔立ち、艶のある黒髪、そして氷のようとも澄んだ晴れた日の空色とも言われる青い瞳。ギルバート・コンティーノを「氷の公爵」と最初に言ったのは誰だったか。最初は陰でそう言われていたものが、今では彼を語る代名詞のようになっている。

　ギルバート自身、あえてその言葉を否定もしてこなかった。

「言わせたい者には言わせておけばいい。『女嫌い』と知られたところで、私に損はない。正攻法では無駄だと勝手に諦める者もいるだろう」

「でも、お前も知っているだろう、アビゲイル王女もコンティーノ公爵夫人の座を狙っていることを」

　アビゲイル王女は幼い頃からギルバートにご執心で、何かにつけて彼にまとわりついてきた。これまではギルバートも含め、周りはそれを夢見がちな少女の戯言と気にしていなかった。だが、彼女に他国の王家との縁談話が持ち上がるようになると、そうも言っていられなくなった。

「陛下がお許しにならない。陛下の命令は絶対だ。彼女はローハニアに嫁ぐ。王女として国のために尽くす義務がある」

「あの甘やかされて育った王女様が、簡単に諦めて素直に嫁ぐか？」

「ローハニアの王太子は大層立派な方だと聞く。悪くはない縁組みだ。会えば彼女も気に入るだろう」

　ギルバートはそう言い切るが、フレデリックは同意できなかった。

　ローハニアの王太子、アルフォンソは聞くところによると、じっとしているのが苦手で毎日剣術の訓練に明け暮れているらしい。決してそれが悪いとは言わないが、ギルバートのようなタイプが好みなら、彼女の理想からはかけ離れていると言えよう。

　他の王子や王女とは少し年が離れているせいか、皆から可愛がられてきた王女が、果たして大人しく従うだろうか。

「陛下は王女を私に降嫁させる気はない。私も王女を迎えるつもりはない」

「意固地に結婚を拒んでいるわけにもいかないことも、わかっているだろう。コンティーノ家の存続のためにも」

「わかっている。私が子を成せなければ、傍系の誰かに家督を譲らなければならない」

「そしてコンティーノ家を継ぐに相応しい者は一人も居ない。君を除いては」

　サルマイーナで公爵家を名乗るのは、コンティーノ家とバルビス家の二つのみ。生まれた時からコンティーノ家を継ぐべく教育を受けてきたギルバートならいざ知らず、王家の次に強大な財力と権力を持たされた者が、それを持て余すのは目に見えている。

「子供は必要だ。家督を継げる私の血を分けた息子がな。うかうかしていると、父が愛人に歳の離れた弟を産ませかねない。その子がうまく領地経営出来ればいいが、それが出来る保証はないからな。そうなると困るのは領地民だ。だが、妻は必要ない」

「おいおい、奥方がいなくてどうやって子供を作る。子供は木の股から生まれるわけでも、妖精が連れてくるわけでもないぞ。念のために聞くが、どうやれば子供が出来るかは知っているよな」

　半分茶化した口調でフレデリックが尋ねる。

「それくらいは当然知っている。結婚していなくても、男が女性の中に種を注げば、特に問題が無い限り子供はできる」

「知っているならよかった。でも、だったらどうする。いっそ愛人でも作って子供だけ産ませるか」

「『愛人』という言葉は気に入らないが、子供だけ産んでそれ以外は望まないという者がいるなら、それもいいかも知れないな」

「正気か？」

　自分の提案を真面目に受け止めるギルバートを見て、フレデリックは自分で口にしておきながら、言ったことを後悔した。

「子供が必要だと言ったのは君だ。私も自分の血を分けた子供なら愛せそうだ。『妻』という立場を望まず、私の子供を産んでもいいと言う女性がいたら、紹介してくれ」

「貴族の中にはいないぞ。彼女達がそんな立場を望むと思うか」

「無理だろうな。『コンティーノ公爵夫人』として、社交界で幅を利かせたいと思うだろうし、そんなことを彼女達の親が望む筈もない。自分達もコンティーノ公爵の義理の家族、将来の公爵閣下の身内として、大きな顔をしたいだろう」

「貴族というのは、多かれ少なかれ自己顕示欲があるからな。でも、平民でも難しいぞ。望めば目の前に権力がぶら下がっているのに、それに手を出さないでいられるか」

　自分の思い描く理想の相手など、この世にいないことはわかっている。どこかで折り合いを付けなければいけないことも。

　その時、廊下を慌ただしく駆けてくる足音が聞こえてきた。

「コンティーノ公爵閣下、いらっしゃいますか」

　扉を叩いて、その者がギルバートの存在を確認する。

「何事だ」

　切羽詰まった声色に、ギルバートが気色ばむ。なかなか祝宴に顔を出さないギルバートを呼びに来た。という雰囲気ではなさそうだ。

「入れ」

　ギルバートが入室を許可すると、扉を開けて騎士が入ってきた。

「どうした？」

「あ、これは団長。団長もいらっしゃったのですね」

　やって来た騎士は、そこに自分の上司もいたので驚いている。

「要件を言え」

　ギルバートがフレデリックの後ろから声をかけた。

「あ、はい。お屋敷から至急の連絡が参りました」

「我が家から？」

「フェリペ・ギリウムの遣いだと申す下男が、こちらを」

　そう言って騎士は手紙を差し出した。

「フェリペが？　別邸からか？」

「別邸？　君が今住んでいる旧ブーヴィエ伯爵家の家だったか？」

　フレデリックの声を無視して、ギルバートは受け取った手紙を確認した。

「確かにフェリペの字だ」

　余程慌てていたのか封もされていなかったが、筆跡が自分の屋敷に仕える執事のものだと確認すると、彼は中の手紙に目を通した。

「どうした？」

　眉根を寄せたギルバートの表情を見て、フレデリックが横から問いかけた。彼はぐしゃりと手紙を握り潰して立ち上がると、座っていた椅子に掛けていた上着を取り上げた。

「帰る」

「何があった」

　上着を翻して袖を通しながら歩くギルバートを追って、フレデリックが横並びに歩いた。

「屋敷に強盗が入った」

「強盗？」

「既に警護の者が取り押さえ、警備隊も駆けつけたようだが、暴れてわめき散らしているらしい」






２






（疲れた）

　棒のようになった足を引きずりながら、ルイゼットは家に向かってとぼとぼと歩いていた。重い物を持ちすぎて、まだ手がプルプル震えている。

（今日はいつも以上に忙しかったわ）

　夕方から真夜中近くまで、彼女は食堂で働いている。

　それ以外にも毎日朝早くから夕方近くまで市場で働き、家に帰れば家事と内職の縫い物が待っている。

　彼女は父のマシューと母のソフィア、そして八歳の弟ルークの四人で暮らしている。ルークが生まれる前は祖父母もいて、家族五人楽しく暮らしていたが、八年前、ルークが生まれる直前ルイゼットが十三歳になった頃、祖父が貴族の馬車に轢かれて亡くなってから、次第に彼女の家はおかしくなっていった。

　祖母は祖父を失った哀しみから立ち直れず、心を病んで一年と経たず亡くなった。

　そんな祖母の看病をしていた母は、産後の肥立ちも悪かったことと、元々体が弱かったせいもあって祖母が亡くなると、今度は自分が寝込みがちになった。

（お腹空いたな）

　食堂では賄いが出される。その日売れ残った食材や、固くなったパンなどだが、出ないよりはましである。

　しかしルイゼットは出された賄いを半分だけ食べ、残りはこっそり母や弟のために持ち帰っていた。

　病気の母には滋養の付くものを食べさせたいし、弟は育ちざかりなのに、食事が足りないせいで、同じ年頃の他の子達に比べるとかなり小さい。

　それに生活費を切り詰めてでも、弟には学校へ通わせてやりたい。

　女のルイゼットなら最低限の読み書きが出来ればいいが、ルークには将来なりたい仕事を選べるように、必要な教育は受けさせてやりたい。贔屓目でもなく彼はかなり頭が良いのだ。

　市場では毎朝農家が持ち込む野菜や果物、花などの数を記録し、売り上げに応じた支払いをする。商品の受け入れが一通り終わると、休む暇も無く市場の経理の仕事が待っている。

　平民で、読み書きや計算が出来る者は少ない。それが出来るのは、祖父母のお陰だった。

　市場の仕事は売れ残った野菜くずなどがもらえるので助かっているが、悩みの種もある。

　市場の責任者コクランの息子、ハリーがいつも執拗に彼女をつけ回し、下卑た目で体を舐め回しておれの女になれと言い寄ってくるのだ。何度断っても彼は諦めない。幸い彼の父親は昔から女遊びが激しい息子に厳しく、父親に隠れてやっていることなので大事には至っていないが、それも時間の問題だと思っている。

　そのうえ、彼の妹ジェシカもまた、ルイゼットの悩みの種だった。

　昔、彼女が好意を寄せていたファビアンという青年がルイゼットに花を贈ったことで、彼女の怒りを買ってしまった。以来何かと言いがかりをつけてくるようになった。兄がルイゼットを追い回していることも気に食わないらしい。

「ただいま」

　夜も遅いので、小声で呟く。弟はとっくに寝ているだろうが、どんなに帰りが遅くても母は出迎えてくれる。無理はするなと何度も言っているが、お前が頑張って働いているのに、せめてこれくらいはさせてほしいと言われれば、それも無下には出来ない。

「お帰りなさい、ルイゼット」

　玄関の扉を開けると、母が食卓に座っていた。

「父さんは？　まだなの」

　父の姿が見当たらず、母に尋ねた。

「そうなの。何かあったのかしら」

　生真面目で努力家の父は、家族のためにと仕事を掛け持ちし一生懸命働いていたが、ちょうどルイゼットが十六歳になった頃、勤めていた商店で大事な取り引きに失敗して首になってから酒に溺れるようになった。しかし実際は、父は取り引きに失敗などしていなかった。店の後継ぎである息子が、父に自分の失敗をなすりつけたのだった。それ以降、ルイゼットの稼ぎが一家を支えている。

　父は酔っ払って寝過ごすことも多くなり、働いている間もふらふらしていて、どんな仕事も続かず、すぐに首を切られる。それが悪循環となって、また酒に逃げる。一ヶ月前もそれで首になって今は無職だ。

　けれど、どんなに酔っていても父はルイゼット達に暴力をふるうことはなかった。騙されたことについても、騙すより騙される方がいい。父さんはそんな優しい立派な人だと、ルイゼット達が父を恨まないように母が言う。彼女も母が正しいと思う。

　今を乗り切れば、いつか報われる。そう信じて頑張っているのだった。

「明日は市場もお休みだし、私が起きて待っているから、母さんは先に休んでいて」

「そんなことできないわ。あなたも疲れているのに」

「大丈夫よ。ほら、縫い物もあるし、仕事をしながら待っているわ」

　申し訳ないと言う母を何とか寝かせ、ルイゼットは繕い物をしながら父の帰りを待ったが、父は朝になっても帰ってなかった。

「父さん、どうしたのかしら」

　以前、酔い潰れ家の近くの路地に座り込んで寝ていたことがあった。なので、空がうっすらと明るくなると、ルイゼットは父を探して家の周りを歩いた。

　しかし見つけたのは野良猫やネズミだけで、父の姿はどこにもなかった。

「ルイゼット」

　諦めて家に戻りかけた彼女を呼び止めた者がいた。

「ミヌルさん、おはようございます。見回りですか」

　彼女に声をかけたのは、街の警備隊に勤めているミヌルだった。

　ルイゼットの祖父アルノーが馬車の事故にあった際、事故処理を担当してくれたのが縁で、今でも見かけると挨拶をする仲だった。

　祖父を轢いたのは、ヘイデン伯爵の馬車で、その時馬車には伯爵夫人とルイゼットと同じ年頃の令嬢が乗っていた。

　しかし、彼らが罪に問われることはなかった。

　貴族の馬車の前に飛び出した祖父が悪いと言われ、相手の貴族は自分達が寛大だと言わんばかりに、たった一枚の金貨を見舞いだと言って払っただけだった。

「ル、ルイゼット、落ち、落ち着いて聞け」

「え、ええ」

　慌てて走ってきたからなのか、彼は汗をだらだら流して、息も上がっている。彼の方が落ち着く必要があるように思えたが、ルイゼットは悪い予感がした。

「マシューが昨夜貴族の邸に押入って、中の物を壊したそうだ」

「な、何ですって！」

「今は牢にいる。すっかり酔っ払って起きる気配がない」

「ど、どうしてそんなことに？　と、父さんに会えますか」

「とりあえず今から一緒に詰め所に行こう。詳しいことはまだわからない」

「あ、ありがとうございます」

　これまでも父は酒場で暴れて、警備隊の世話になったことがあるが。今回は今までとは違う。たとえ貴族に非があったとしても、相手が白だと言えば黒も白となる。それは祖父の事故の時に嫌と言うほど思い知った。

　それが身分社会。貴族というものだ。

　きっとただではすまない。

（父さん、どうしてそんな馬鹿なことを）

　ルイゼットは目の前が真っ暗になった。
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　報せを受けて、ギルバートは急いで別邸に向かった。

　コンティーノ公爵の本宅には、まだ父が住んでいる。複数の愛人と共に。

　母はとっくに本宅を出て、父が買い与えた家で愛人達と好きにやっていた。

　詳しくは知らないが、元々父はギルバートが生まれる前から外に女を囲っていた。

　そしてギルバートを産むと、今度は母も若い男と情事に耽るようになった。

　そんな両親の倫理感が、ギルバートには受け入れられなかった。

　十六歳までは彼も父と共に住んでいたが、ある日、父の愛人がギルバートの部屋に入り込んできて、彼を襲おうとした。愛人を部屋から追い出したものの、それ以降は別邸に居を移した。

　別邸と称してはいるが、元はブーヴィエ伯爵家の持ち物だった。その家は没落してしまい祖父が邸を買い取った。

「旦那様」

「フェリペ、状況は？」

　ギルバートが帰ると、フェリペがすぐに駆け寄ってきた。

「コンティーノ公爵閣下。申し訳ございません。私は王都警備隊第五部隊隊長の、ブレネスと申します」

　フェリペの脇に立っていた警備隊の制服を着た男性が、ギルバートに恭しく頭を下げた。

「こんな時間にご苦労。それでどうやって侵入した？」

「門番が野良猫を捕まえようと持ち場を離れた隙に、潜り込んだようです」

　職務怠慢の門番にも処罰を与えないといけない。ギルバートは頭痛に襲われた。

「被害は？」

「絨毯が破れ、壁や扉が蹴られて窪みが出来ました。それと、玄関の花瓶が……」

　玄関の階段脇にあった花瓶が無くなっていて、隅に破片が固められている。階段に続く絨毯が破れ、壁に穴が空いているのも確認した。

「対になっていたものなのに……」

　雌雄のオシドリが描かれた花瓶だった。オシドリは仲の良い夫婦の象徴だ。ブーヴィエ家の何代か前の当主が、結婚記念に買った物だと目録にあった。

（我が家門には不似合いなものだがな）

　心の中で皮肉を呟くが、素晴らしい品だったことは間違いない。

　壁や絨毯は修復できるが、花瓶は無理だ。しかし修復出来ると言っても、それなりに費用はかかる。公爵家の財産から見れば大金ではないが、被害者である自分が出すのはおかしい。問題は、賊に弁償が出来るかどうかだ。

「それで、賊は？」

「こちらです」

　フェリペとブレネスが、玄関脇の控えの間にギルバートを連れて行く。

「おれのいえら！　おれのいえら！」

　扉を開けると、そんな大声が聞こえてきた。縄でグルグル巻きにされた男が床に転がってこちらに顔を向けている。目は焦点が合わず、完全に泥酔しているのがわかる。

「酒臭い」

　部屋いっぱいに充満する酒の匂いに、ギルバートは鼻を覆って顔を顰めた。

「酒瓶をひっくり返し、溢れた酒が衣服に染みこんでいますから」

　フェリペの言葉を聞いてよく見ると、ズボンがぐっしょり濡れている。

「れれけ、ここはおれのいえら、おれの……かーしゃんのいえら」

「何と言っているのだ？」

　ギルバートはハンカチで鼻を覆って、呂律の回らない男の言葉について、ブレネスに尋ねる。

「『ここは俺の家、母さんの家』と言っているようです」

「俺の家？　母さん……母親か。彼の素性はわかっているのか？」

「自ら名乗りました。マシュー・クラフトと言うそうです」

　その名前を聞いた気がする。

（どこで聞いたのだろう）

　記憶力は悪くはない。すぐに思い出せないということは、かなり昔に一度か二度聞いたのだろう。

　単なる物盗りかと思ったが、どうやらそうではなさそうだ。

「母親の家だと言ったな。母親の名を聞いてくれ」

　大声から一転、イビキをかき出した男を見下ろし、ブレネスに命じる。

「わかりました。おい、起きろ」

　男の肩を掴んで揺さぶり、声をかける。

「起きろ！　お前の母親の名前は？」

　クラフトはすぐには起きず、何度か大声で叫ぶと、寝ぼけた顔で答えた。

「パトリシア……俺の母親はパトリシアだ。ブーブエはくしゃくのむしゅめ」

　正確にはブーヴィエだが、酔って舌が回っていない。

「だそうです。よろしいですか？」

　フェリペがギルバートの方を見る。かつてブーヴィエ家の執事だった彼には、その名がすぐにわかったようだ。

「それだけでは判断できない。彼女の名は秘密でも何でもないからな」

「彼の言うことは真実ですか？」

　ブレネスが二人に確認する。

「はい。その名はかつてこちらの所有者だったブーヴィエ伯爵様のご令嬢の名前です」

「そのご令嬢は？」

「平民の家庭教師と駆け落ちされました」

　ブレネスが片眉を上げる。三十歳過ぎだろうブレネスの年では、当時のブーヴィエ家の令嬢が起こした事件など、もちろん知らないだろう。父親のブーヴィエ伯爵は噂が流布することを恐れ、かなりの金額を投じて情報の統制を図ったと聞く。

　ギルバートも祖父から聞いていなければ、彼女のことなど知らなかった。

「……それが本当なら、彼がその二人の間に生まれた子供なのか？」

「そうかもしれないし、そうでないかも知れない」

　ギルバートが半信半疑に答える。

「いずれにしても、侵入者であり我が家の所有物を破壊した罪人には違いない。ここは彼の母親の生家だったかもしれないが、今は違う」

　こうしてマシュー・クラフトは、貴族の邸に押入り所有物を破壊した罪で、警備隊の詰め所へと連行された。
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「父さん！」

「ルイゼット」

　ルイゼットが警備隊の詰め所に着くと、父は既に目覚めていた。

「父さん、どうしてこんな馬鹿なことをしたの」

「すまない。ルイゼット」

　詰め所へ向かう途中、ルイゼットは父が押入った家が、コンティーノ公爵家の別邸であることを聞いた。

「公爵様の家に押入るなんて、どうして」

「あそこは母さんの家だ！」

　ルイゼットの言葉を遮って、父が叫んだ。

「おばあ様の？　おばあ様は、ブーヴィエ伯爵家の娘だったんでしょ？　コンティーノ公爵様とは関係ないわ」

　ルイゼットはお酒が頭に回って、父がおかしくなったのかと思った。

　祖母のパトリシアが貴族の出身だということは、祖父が亡くなってから初めて聞いた。

　祖母はルイゼットに読み書きなどを教えてくれていた。読み書き出来る平民は少ないので、不思議には思っていたが、祖父が昔、貴族の家で家庭教師をしていたと聞いていたので、何となく祖母も出来るのだろうと思っていた。

　しかし、その家もとっくに没落しているという。そしてそのきっかけが祖母の駆け落ちだったらしい。祖父は祖母の家庭教師として雇われていた。祖母には婚約者がいたそうだが、祖父を愛してしまったために、二人で逃げたと聞いた。

「前のコンティーノ公爵が、没落した伯爵の家を買い取ったんだ。あの家にある物は、俺が受け継ぐ筈の物だ。どうせあいつらは、腐るほど金がある。ほんのひとつやふたつ、俺が譲り受けても、痛くも痒くもないだろう。だが、そのたったひとつで、俺達家族が救われるんだ」

　鉄格子の向こうから、父が血走った目で叫んだ。

「と、父さん。たとえ昔はそうだったとしても、もう他人の家なのよ。父さんのやったことは犯罪だわ」

　父はきっと生活苦に喘ぎ、何とかしようとしたのだ。富を見せびらかす貴族を恨み、妬み、家族のために切羽詰まって、お酒の勢いを借りて衝動的に行動したのだろう。

　その方法が間違っていただけで、父のことを強く責められなかった。

　しかし、だからと言っても罪は罪だ。犯してしまったことを取り消せない。

　父はまだお酒が残っているのか、言いたいことを言ってまた眠りこけてしまった。

「あの、ミヌルさん、父さんはどうやったら牢から出られるのですか？」

　ルイゼットも馬鹿ではない。たとえそこが祖母の生まれた家であっても、今は違う。公爵家が所有する邸なのだ。一晩牢に入って終わりでは済まされないだろう。

「まあ、目的が強盗なら、普通に考えれば死罪」

「し！」

　ルイゼットが悲鳴を上げる。

「落ち着け、普通ならそうだが、悪意があったわけではなさそうだから、死罪はないだろう」

　ミヌルが肩をポンと叩いてくれる。それが気休めでしかないとわかり、ルイゼットはぎこちなく笑う。

「そ、そうですか」

「しかし、高価な花瓶まで壊している。弁償しろと言われてもその額が支払えなければ罪人が送られる鉱山で、一生働かされるだろう」

「鉱山……一生」

　それでも死罪よりはましだろうかとルイゼットは思ったが、次の言葉を聞いて意識を失いそうになった。

「屈強な若い男でも、一年保つかどうかわからない過酷な場所だ。事実上死罪と同じようなものだ」

　どちらにしろ、そのことを母が聞いたら、衝撃のあまり彼女の方が先に死んでしまうに違いない。

「な、何とかならないのですか。そ、その公爵様に、別の方法で弁償するとお願いすれば……」

　別の方法と言っても、生きていくのがやっとの今の状況で、何が出来るのか。

（もうどうしていいかわからない）

　すっかり気が動転してしまったルイゼットを見て、ミヌルは気の毒としか思えなかった。

　マシューの事情にも同情する。だが、痩せ細り顔もやつれて、明らかに疲労が滲み出ている。さらには父親がしでかしたことの尻拭いをしようと、必死になっているルイゼットの姿に、何とかしてやりたいと思った。

　祖母が貴族令嬢だったからか、ルイゼットという娘は平民の中では珍しく気品のある顔立ちをしている。粗末な身なりではあるが、きちんとした装いをすればそこらの貴族令嬢と並んでも遜色はないだろう。

　彼女が何でもすると言えば、たとえそれが貴族の慰み者になることだとしても、普通の男なら少しは恩情をかけてくれるやも知れないとは思う。

（だが、相手はあの「氷の公爵」だ。無駄だろう）

　ミヌルが聞いたギルバート・コンティーノ公爵という人間は、社交界で「氷の公爵」と呼ばれているということだけ。どんな理由でそう呼ばれているのかわからない。だが、そう呼ばれるからには、冷酷な部分があるのだろう。

「無駄とは思うが、その公爵様が赦してくれると言うなら、何とかなるだろう」

　無駄だろうがな。ミヌルは何度も繰り返した。理由はどうあれ、こちらに非があることだ。たとえ貴族の方に非があったとしても、向こうが白と言えば白になるのだから。警備隊に勤めている彼は、これまでも貴族が関わったことで、泣き寝入りせざるを得なかった人達をたくさん見てきた。だから、今回もどうにもならないだろうと思った。
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　昨晩は泥棒騒ぎで殆ど一睡もできなかったが、そんなことで仕事を休むわけにはいかない。いつものようにギルバートは王宮に向かった。

　放りっぱなしの仕事や夜会の後処理もあって、息つく暇もなかった。

　おまけにアビゲイル王女がやってきて、昨晩の夜会に欠席したことをくどくどと愚痴られた。

　なぜ女というものは、相手の都合というものが理解できないのか。両親である国王夫妻は、彼女を甘やかしすぎた。自分が王族である意味がわかっていない。物も人も、人の心も、望めば何でも手に入ると思っている。

「はあ～」

　気が付けば日も落ち、勤務時間終了の時刻になっていた。いつもは残業も厭わないが、今日はもうこれ以上仕事が捗ることはないだろうと、ギルバートは痛み出した頭を押さえ、帰路についた。

　ヒヒーン、ガタン！

　馬のいななきと共に、突然馬車が停まった。

「！！！！」

　考え事をしていたギルバートは馬車の壁にぶつかりそうになったのを、すんでのところで腕を突いて頭を護った。

「も、申し訳ございません、旦那様、お怪我はありませんか」

　御者が慌てて扉を開けて、ギルバートの安否を確認する。

「何事だ！」

「そ、それが」

「公爵様、どうかお慈悲を」

　御者が何か言う前に、その後ろから悲痛な女性の声がした。

「お前、これがどなたの馬車かわかっているのか！」

「コンティーノ公爵閣下、どうか、どうかお慈悲を……父は、決して悪人ではありません」

　御者がいるせいでその人物の姿は見えなかったが、声は若い女性のものだった。

「父？」

「申し訳ございません、旦那様。おいお前、まだこんなところを彷徨うろついていたのか、さっさと立ち去れと言っただろ！」

　そこへ走り込んできたのは、門番のバスターだった。

「ほら、さっさと立て」

「やめて、離して、わ、私は閣下に、閣下にお話しがあるの」

「お前みたいな身分の者が、閣下と話しができるわけがないだろ、ほら」

「きゃあああ！」

　悲鳴と共にドサリと音がした。

「バスター、乱暴はよせ」

　邸の前でもめ事を起こされては困る。

　少しでも早く帰って横になりたいのに、事態を収拾するため馬車から降りたギルバートの目にまず飛び込んできたのは、夜の闇に白く浮かび上がる月光のような髪だった。

　地面に膝を突いた女性は、ギルバートの方に顔を向ける。

「……」

「閣下、も、申し訳ございません。すぐに追い払いますので」

　一瞬思考が停止していたギルバートは、門番の声を聞いて我に返った。

「閣下……公爵様」

　明らかに平民の、みすぼらしい身なりのその女性は、大きなアンバー色の瞳を更に見開いてギルバートを凝視する。元々そうなのか、それともどこか具合が悪いのか、青ざめたその顔を、彼はどこかで見た覚えがあった。

（どこで見た？）

　目を細め、記憶を探る。

「閣下、父を、父をお赦しください」

　考え込んでいるギルバートに、ルイゼットは縋るように訴えた。

「父とは、もしかしてマシュー・クラフトか？」

「そう、そうです。さ、昨晩閣下のお屋敷を訪れた」

「訪れた？」

　控え目な言い方に、彼は片眉を上げた。

「……お、押入った男です」

　恥だとわかっているのか、彼女は顔を赤らめ消え入るような声で言い直した。

「お前の父親は罪を犯した」

「わ、わかっています。ですが、父は悪人ではありません」

「他人の家に無断で押入り、物を壊す善人はいない」

「そ、それは……確かに父がやったことは、誰から見ても犯罪ですが、それには事情が」

「……そうか、思い出した」

「え？」

　話をしながらギルバートは、どこで女の顔を見たのか思い当たってつい声を発した。

　正確には、目の前の女ではない。彼女に似た人物の肖像画を見たのだ。

「とにかく、ここで騒がれるのは困る」

　貴族の邸宅が建並ぶ一角で、いつまでも騒いでいては人目についてしまう。

「は、はい、すぐに追い払います」

「いや、取り敢えず、ついてこい」

　追い払おうとした門番を止めて、彼は馬車に戻った。

「ハーマス、その娘を馬車に乗せろ」

　ぽかんとしている御者に、ギルバートは苛立ちを抑え命令した。

「は、はい、承知いたいました。おい娘、さっさと御者台に」

「こっちでいい」

　娘を御者台に乗せようとするのを、ギルバートは自分の方へ手招きする。

「し、しかし……このような格好の者を」

　薄汚い彼女の衣服を横目で見て、御者は乗せるのを躊躇う。

「私がいいと言っているのだ。つべこべ言わすに言われた通りにしろ」

　今度は少し声を荒げると、御者は飛び上がって「わ、わかりました。ほら、こっちへこい」と引っ張るように立ち上がらせ、馬車に押し込んだ。
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「名は？」

　馬車に乗り込んだルイゼットは、豪華な座席に座るのを躊躇い、立ち尽くしていた。

「ル、ルイゼットと申します。閣下」

　公爵と聞いて、彼女はもっと年配の人物を想像していた。

　しかし目の前の人物は、ルイゼットとあまり年も変わらない若い男性だった。

　ガタンと、馬車が動き出し、ルイゼットはバランスを崩してよろめいた。

「あ！」

「怪我をしたくなかったら、座っていろ」

　よろめいたルイゼットを助けようともせず、彼女が馬車の座席にぶつかってからそう言った。

　ルイゼットは言われるままに、端に浅く腰掛けた。

「以前はブーヴィエ家の所有だったから、ここは自分の物。それが事情だというのか」

　ルイゼットが座るや否や、彼は苦笑して言った。

「い、一度だけ、お見逃しください。二度とあのようなことはさせません。職を失い、母が病を患い、弟もまだ幼く、どうしようもなくなって、酒に酔ってつい出来心であのようなことをしたのです」

「見逃して、私に何の得が？」

　親のためにここまで命乞いに来た勇気は買うが、罪を犯しておきながら、まるで被害者であるかのような言い方に、ギルバートは不快を顕にした。

「確かに、父の罪を見逃しても、閣下には何の得もありません。ですが」

「何だ？」

「父を処罰して、閣下に得があるのでしょうか」

　ルイゼットの発言に、ギルバートはまたもや片眉を上げた。貴族であるギルバートに対し父の免罪を請うている状況で、恐れを知らぬ物言いだ。

「フッ、確かに君の父親を処罰しても、私には何の得もない。だが、また逆もしかりだ」

　ルイゼットは驚愕に目を見開いたものの、唇を強く引き結び、ぎゅっと膝の上に置いた拳を握り締めた。親子とは言え所詮は他人だ。親のために自分を犠牲にする義務もない。なのに、なぜここまで必死になるのか。

「き……貴族たるもの、身分にふさわしい振る舞いをしなければならない」

　震えながら彼女が口にした言葉は、誇り高い貴族の間で昔から護られてきた道徳感だった。

「『位高ければ徳高きを要す』頭の古臭い連中が好きな言葉だな。社会的、財政的に優位な立場にある者は、弱い立場にある人々を助けるという道徳的義務がある」

「そ、そうです」

　まさか、平民の娘に貴族のなんたるかを諭されるとは思わず、改めてギルバートは彼女を観察する。

　ミルクを混ぜた紅茶のような金髪は緩やかに曲線を描き、白い顔を縁取っている。琥珀色の大きな瞳に対し、鼻と口は若干小ぶり。細い顎には意志の強さが窺える。しかしギルバートが彼女に興味を抱いたのは、使う言葉や物腰だった。彼女が生まれも育ちも貴族であったなら、至極当然のことと思うだろうが、彼女は平民だ。いや、貴族令嬢だったとして、ここまで彼に物申すかどうか。これまで仕方なく相手をした令嬢達は、少しでも自分を良く見せることに余念が無かった。

　しかし、ルイゼットと名乗った目の前の娘は、父のため己の身なりを厭わずギルバートの前に立ちはだかってきた。

　薄汚れて継ぎ接ぎを当てた衣服が、彼女の貧しさを物語っているが、どこか漂う品の良さは、ブーヴィエ伯爵家の出だという祖母から受け継いだものだろう。

「では、私のやっていることは弱い者苛めだと、そう言いたいのだな。泥酔して家に押入られても、金持ちだから我慢しろ。そういうことか。随分都合がいい話だな。貴族なら何でも赦すのが当たり前だと？」

「そ、そこまでは……わ、私はただ」

　ルイゼットがギルバートの厳しい言葉に狼狽えているうちに馬車が停まり、すぐに扉が開かれた。

「お帰りなさいませ、旦那様」

　扉を開けた先には、グレイヘアの眼鏡を掛けた年配の男性が立つ。

　彼はギルバートに続いて馬車から降りてきたルイゼットを見て、物問いたそうに主の顔を見た。

「昨晩ここに押入った男の娘だそうだ。父親の赦免を懇願しに来た」

　手短にギルバートが説明すると、男性は改めてルイゼットの方を見た。

「門番から、今朝そのように報告が上がっておりましたが」

　それを聞いて、ギルバートは彼女を振り返った。

「今朝？　一体いつから待っていたのだ？」

　その問いにルイゼットが答える前に、彼女のお腹の音が鳴った。ずっと門を見張っていたため、何も口にしておらず、最後に食べたのは昨晩の賄いだったからだ。

「フェリペ、適当に食べ物を執務室に運べ」

「畏まりました」

「ついてこい」

　ルイゼットを顧みること無く歩き出したギルバートの後を、彼女は戸惑いながらついて行った。

「すご……」

　貴族の邸を間近で見るのも中に入るのも初めてのルイゼットは、その広さと重厚さ、そして絢爛さに驚かされた。

　塵ひとつ無く、美しく磨き上げられた大理石の床の中央には、えんじ色の絨毯が敷かれている。玄関ホールだけでもルイゼット達が住んでいる貸部屋どころか、一棟全てがすっぽり入る広さだ。

「何をしている。さっさと来い」

　立ち止まってぽかんとしていると、苛立ったギルバートの声が飛んできた。

「も、申し訳ございません……あっ」

　ルイゼットは小走りに彼の元へ向かおうとして、絨毯に足を取られつんのめりギルバートにぶつかった。

　馬車の時は手を貸すこともしなかったが、さすがに自分の体にぶつかってきた彼女を助けないわけにもいかず、ギルバートは彼女を抱き留めた。

　差し出したギルバートの腕に、ルイゼットの豊かな胸が押しつけられ、反対の腕は細い腰に回される。

「申し訳……」

「謝ってばかりだな」

　胸が当たっているギルバートの腕がすっと動く。掌が乳房をかすめると僅かに力が籠もった気がした。

「気を付けろ。怪我をされて医者を呼ぶはめになるのは困る」

「も……」

　また謝ろうとして、ルイゼットは口を閉じた。
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　ギルバートについて辿り着いたのは、壁一面に作られた本棚に所狭しとたくさんの本が並べられている部屋だった。

　奧には重厚で存在感のある大きな机があり、その手前には座り心地の良さそうな二人がけのソファが、低いテーブルを挟んで向かい合わせに置かれている。

　そのソファのひとつに脱いだ上着をばさりと掛けると、長い足を投げ出して彼は優雅に腰を掛けた。

　ここまで自分を連れてきたのは何故だろう。そう思いながらも、ルイゼットはその場に膝を折り、両手を突いた。

「公爵様。お願いします。父を」

「では、脱げ」

「え？」

　耳にした言葉が信じられず、ルイゼットは聞き返した。

「聞こえなかったか。二度は言わない。言うとおりにしろ」

「そ、それは……」

　彼女は下を向いて、ぐっと拳を握り締めた。

　これまでも彼女に卑猥な視線を向けてきた者は大勢いた。それには真っ向から睨み返してきたルイゼットだったが、ここでもかとふるふると体が震えた。

　貴族と言っても、所詮は男。綺麗な服を着て気取っていても、皆考えることは同じなのだ。

「失礼いたします。お食事をお持ちいたしました」

「入れ」

　そこへ女性が入ってきた。キュルキュルと車輪の音をさせて、俯いたままのルイゼットの横をワゴンが過ぎていく。ちらりと顔を上げれば、エプロンをした女性の背中が見え、その向こうから、冷たい視線をこちらに向けている彼の顔が見えた。

「そのままでいい。もう下がれ」

　後ろ向きにスススと扉の前まで女性はさがって行く。亡くなったルイゼットの祖母よりは少し若いその女性は、一瞬だけ彼女に視線を向けた。

　女性が出て行くと、ギルバートは立ち上がりワゴンからボトルを持ち上げ、中身をグラスに注いだ。

　トクトクと、グラスに真っ赤な液体が注がれるのを、ルイゼットはただじっと見つめていた。

　彼が好むのは度数の高いワインだが、それは中程度の度数のやや渋みがあるワインだった。適度に酔いがまわり、ギルバートの体を火照らせる。

（フェリペめ。わざとか）

　たとえどのような状況であれ、ギルバートが邸に女性を連れてくるのは、今夜が初めてだった。それがどういう意味か、熟練の執事は何かを察しているかのようだ。

（忌々しい）

　自分でさえも自覚していない何かを見透かされているようで、ギルバートは心の中で執事に対し舌打ちし、グラスを一気に呷った。

「脱がないなら、靴でも舐めるか？　それとも鞭で打たれるか。一番簡単で楽な方法を提案してやっているのに、父親を助けてほしいというのは、やはり口先だけか」

　もう一杯注いだワインをくゆらしながら、ルイゼットに視線を向けることなく彼は言った。

　その言葉は酷く冷め、落胆しているように聞こえた。

「君の覚悟とはその程度か。ただ願えば何でも叶うとでも？」

　ワイングラスの縁に唇を添え、嘲るように言う。

　ルイゼットの父に対する想いがどの程度か、彼女の取る行動で推し量っているのだ。

「そんなこと、思っておりません」

　願うだけで何でも叶うなら、祖父はあんな死に方をしなかったし、母の病気も治っているだろう。父だって酒に溺れたりせず、仕事も続けているはずだ。

「別に嫌なら脱がなくていい。だが、薄汚れた布きれ一枚、脱ぐこともできずに、自分の父親の罪を棚に上げ、よく好き勝手なことを言ったものだな」

　その声と表情には、今度こそはっきりとルイゼットに対する嘲りが滲んでいた。

　彼女は立ち上がって、一気に服を脱ぎ捨てた。

「これで満足ですか」

　バサリと、脱いだ服を床に落として、ギルバートに向かって挑むように言った。

　口につけていたグラスをワゴンの上に戻し、彼は冴えた青い瞳でじっとルイゼットを見つめる。

　ルイゼットが良く知る下卑た視線ではなく、市場に来た目利きの料理人が、食材の良し悪しを吟味しているような、そんな視線だった。

　勢いよく脱いだものの、羞恥心を覚え耳まで真っ赤になる。ニタニタと口元を緩め、ルイゼットの体を舐めるように見る視線に対しては睨み返してきたが、そうでなくただじっと見られるのは居心地が悪い。しかし、そう思うのは下着姿を晒しているからか。それとも所々端が解ほつれ、破れたところを縫い、何度も繰り返し洗って生地が薄くなったズロースを見られたからなのかわからない。

　ぐ～っと、静かな中に、再びルイゼットのお腹が鳴り響く。

「フッ、さっきも聞こえたが、女性の腹の音を聞くのは珍しい」

　明らかに面白がっている。もちろん彼がこれまで関わってきた女性の中に、空腹を我慢した経験がある者はないだろう。

「ほら、こっちに来て食べるといい」

　ワゴンから食事の載った皿を取り上げ、彼女に見えるようにそれを突き出す。

　そこにはルイゼットが見たこともない、柔らかそうな白いパンに、ハムやチーズを挟んだものが載っている。

　ごくりと、唾を呑んで彼の持つ皿を見ていたが、拳をぎゅっと握って唇を噛みしめる。

「なぜ食べない？　そんなに痩せこけて顔色も悪く、口よりも騒がしく腹を鳴らしているのに」

「仰ったとおり、服は脱ぎました。父を赦してくれるのですよね」

「親と言っても所詮は他人。あんな父親など、いない方が君の人生はずっと楽になるのではないか？」

「どうしてそんなことを仰るのですか。父は父です。居ない方がいいなどと、思ったことなどありません」

「なぜそこまで、ろくでもない父親の肩を持つ。生まれる家や親は選べなかったかもしれないが、いつでも捨てられるだろう」

　ルイゼットに言いきかせるつもりが、自分に向かって言っているのはわかっていた。

　ろくでもない親なのは、ギルバートの父母も同じだ。この世に産み出しておきながら、名前だけつけて後は他人任せだった。二人が夫婦でいたのは、息子が生まれるまでのほんの一年だけだ。ギルバートが成人年齢に達すると、父はさっさと家督を譲って愛人数人と遊興三昧である。母に至っては息子より若い男を侍らせている。毎月回ってくる彼らの浪費に係る請求を見て、ため息を吐きながらも支払いのために印章を押し続けているのは、コンティーノ公爵家のためでしかない。親への思慕など抱いたことはない。会えなくて寂しいと思ったこともない。毎日どちらかが死んだという報せが来るのを待ち続けている。

　初対面の男の前で服を脱がされ、空腹に耐えながらただひたすらに父の助命を請う彼女とは、まるで正反対だ。

「覚悟を見せるために脱いでみせろと言ったが、その代わりに父親の罪を赦すと言った覚えはない」

「そ、そんな」

　驚愕にルイゼットは目を見開くが、確かに脱げば父を赦すとはっきり言っていないことに気づく。

「わ、私……」

「早合点だったな」

　ルイゼットは打ちひしがれ、その場にがくりと膝を折った。

「まあ、そう悲嘆に暮れることはない。父親を助けたいという、君の強い意志は伝わった」

　ギルバートは椅子から立って、ゆっくりと床に座り込んでいるルイゼットに近づく。

「今度こそ約束する。私の提案を受け入れれば、父親は無罪放免にしてもいい」

「ほ、本当ですか！」

　悲嘆から一転、ルイゼットの表情に希望の色が浮かぶ。琥珀色の瞳が、陽光を受けたようにキラリと光る。大きさが合っていないのか、その身につけている下着からは、豊かな乳房が今にも溢れそうになっているが、必死になる余り気づいていないようだ。

「ああ、約束する」

　ギルバートは冷めた目でそれを眺め、自分が今から言う話を聞いた彼女がどんな反応をするか考え、不謹慎にも心が沸き立つのを感じていた。

「どうすれば、父を放免してくれるのですか？」

『位高ければ徳高きを要す』

　先ほど口にした言葉が、彼の脳裏に浮かんだ。

　公爵家では、定期的に孤児院や病院などに寄付をしているが、それは帳簿の上でのこと。彼自身が直接そこに行くことは滅多にない。

　同じ部屋で同じ空気を吸い、こうして向かい合っているというのに、彼女と自分では同じ物に対する認識がこうも違うのかと、ギルバートは改めて感じた。

（もっとこの女のことが知りたい）

　そんな好奇心が、ギルバートの胸に湧き上がった。

　必死に父の免罪を訴える。慈悲を請う身でありながら恐れを知らず、貴族のなんたるかを口にする。

　貧しさゆえ、その日暮らしていくのがやっとのような状況で、どこか芯を持っているまるで一輪の気高き花のようなこの女は、一体どのような顔をして男の腕の中で乱れるのだろうか。悦楽により血色を帯びた肌に自分が付けた花弁を纏わせ、白いシーツの上にあの微かに白みがかった金髪が広がる様を想像し、ギルバートの股間が張り詰め生地を押し上げる。

「簡単なことだ」

　ギルバートはコルセットの縁に指を引っかけると、思い切り引き下げた。

「あっ！！！！！！」

　驚いたルイゼットが動く前に、顕になった左の乳房をがっしりと掴んだ。柔らかく弾力のある乳房に、ギルバートの長く美しい指が食い込んだ。
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「こ、公爵……様」

「私の子を産め」

「え……!?」

「私と情欲を交わし、私の子を孕め」

「……あ」

　ルイゼットの乳房を掴む手が、ゆっくりと動く。

「こ、こうしゃく……さま」

　自分の胸を掴む男の瞳に、吸い込まれそうになる。

　ひどいことをされているのに、彼の手を振り払うことができない。
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「父親を助けたければ、私の愛人になれ」

　彼はルイゼットの胸をゆっくりもみながら言った。

「お前の返事ひとつで家族が救われる。よく考えろ」

「そんなこと……」

　出来ないと言おうとした言葉を遮って、彼はなおも誘いをかける。

「貴族の家に無断で押入り暴れて器物を破損したとあっては、父親の極刑は免れない。そうなったら、病気の母親はさぞかし衝撃を受けるだろうな。それに父親が罪人だとなれば、弟の将来も今よりもっと厳しいものになるだろう」

「……」

　ルイゼットは唇を噛みしめ、ギルバートを見つめる。

　胸を弄る彼の指が、蕾を摘まみ引っ張った。

「！！！」

　びくりとルイゼットの体が震える。

「なかなか反応はいいな。こうやって弄られて、感じているのか？」

「ちが……あ」

　二本の指で先端を挟むと、ギルバートはゆっくりとその蕾をこね始めた。

　時にはぎゅっと力を込め、時には緩め、緩急をつけながらルイゼットの胸の先端を弄ぶ。同時に甘美な痺れがルイゼットの体を走る。

「ほんとうに……赦して、くださるのですか？」

　彼の指が与える刺激に抗うように、まっすぐ彼の目を見つめ返し確認する。

　彼の瞳は、ルイゼットがどこまで本気かを探っているのだとわかる。

　ここで屈してこの手を払い除けたら、自分の負けだという思いが彼女を奮い立たせた。

「今度は約束する。もちろん、その間の家族の生活もある程度保証しよう。父親は無罪放免。望むなら仕事を紹介する。母親に医者が必要なら、我が家の侍医を派遣してやる。弟のことも、望むなら学校に通わせてやってもいい」

　ギルバートの言葉は、悪魔の囁きのように聞こえた。

　どの道、今のままの生活を続けていれば、いずれお金のために身を売るか、ハリーのような小金をちらつかせる相手にいいようにされることも有り得る。

　命を差し出せと言うのではない。

　家族のために働く。これまでと何ら変わりはないことだ。

　家を捨て、祖父との愛を貫いた祖母のように生きるのが、ルイゼットの夢だった。

　たとえ貧しくても、愛する人と生きることが出来たら。

（おばあ様。私は、あなたのようには生きられないわ）

　まだ出逢ってもいない未来の愛する人より、ルイゼットにとっては、今家族を救うことが大事だった。

「どうする？」

　葛藤するルイゼットに、ギルバートが問いかけた。

「断ってもいい。ただ君は『いやだ』と言って、服を着てここから立ち去り、二度とここに来なければいいだけだ。私は一向に困らないからな。父親の犯した罪を、娘に無理矢理償えとは言わない。親子でも所詮は他人。そこまで犠牲になることはない。もっともその場合、父親は犯した罪に見合った、正当な裁きを受けることになるが」

　きっと彼はそうするだろうと、ルイゼットは確信していた。

　だとしたら、彼女の答えはひとつだった。

「わ、わかりました」

　彼女にそれ以外の答えはなかった。それに、これ以上彼に胸を弄られ続けるのは限界だった。触られているのは胸なのに、お腹の奥が疼いて脚の間から何やら溢れ出してきた。

「孝行娘だな」

　蠱惑こわく的な笑みを浮かべ、彼はルイゼットから手を離した。

「もう服を着ていいぞ」

　立ち上がって彼女から離れると、彼は冷たく言い放った。

　慌てて身を引いて、コルセットを元に戻そうとしたが、引っ張りあげた際にビリッと縫い目が裂けてしまった。

　てっきり嘲られるかとチラリとギルバートを見るが、彼の顔には何の感情も浮かんでいない。彼にとってはどうでもいいことなのだろう。

　恥ずかしがっているのが馬鹿らしくなり、ルイゼットは脱ぎ捨てた服を掴んだ。

「では、取り引き成立だな」

　再び彼は優雅に元の場所に座る。

「このまますぐに、と言いたいところだが、取り敢えず今夜の所は帰っていい。三日時間をやろう」

　意外にも、彼はそう告げた。

「よろしいのですか？」

「長い間家族と離れることになるのだ。それくらいの譲歩はしてやる。ただし、逃げようなどと思うな」

「わかっています」

　逃げも隠れもするつもりはないが、たとえ逃げたとして、彼には力もお金もある。ルイゼットなど簡単に見つかってしまうだろう。それに、家族を置いて一人だけ逃げるわけにもいかない。

「約束は約束です。違えたりしません」

「女の口約束は信用しないことにしているが、一度だけ信じてやろう」

　机の上のベルをチリンチリンと鳴らす。

「お呼びでしょうか」

「お客様のお帰りだ」

　現れた執事に彼はそう告げると、もうルイゼットには興味がないとばかりに、扉に背を向けてワインを飲み始めた。

「どうぞこちらへ」

　執事に促され、ルイゼットは「失礼します」と挨拶をして、部屋を出て行った。
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「ルイゼット、朝から何処に行っていたの？」

　家に帰り着くと、母親が心配して駆け寄ってきた。

「姉さん、姉さんも父さんみたいに帰ってこないかと思った」

　弟のルークも、泣きながらルイゼットにしがみ付いてきた。

「ごめんね、心配かけて。ちょっと新しい仕事のことで用事があって、そのまま酒場の仕事に行ったから、家に帰る時間がなかったの」

　今夜も酒場の仕事が入っていたが、公爵の帰りを待っていたせいで大幅に遅刻してしまった。普段真面目に働いて遅刻も欠勤もしたことがなかったが、酒場の店主は遅れてきたルイゼットに容赦なかった。遅れた分はきっちり今日の給金から引かれ、首だと言われた。

　公爵の提案を受け入れるなら辞めなくてはならなかったので、向こうから首にしてくれて手間が省けたと言えるが、二年も働いてきたのに、あっけない最後だった。

「新しい仕事……あなた、今以上に働くつもりなの？」

「いえ、そういうわけではなくて……実はもっとたくさんお給金がもらえる仕事を紹介してもらったの。市場と酒場を掛け持ちしなくてもよくなるの」

「そんな仕事があるの？」

「ええ。その、あるお金持ちの家で、使用人として働くの。ほら、お祖母様のお陰で読み書きや、礼儀作法も少しはわかるし」

　嘘は言っていない。母がこれで納得してくれることを、心の中で祈った。

「まあ、そんな仕事が？　正直酒場の仕事は心配していたのよ。酔っ払ったお客さんに何かされたらどうしようってね。それに、あなたが楽になるなら、うれしいわ」

「そうね。心配かけてごめんなさい」

「あなたが謝る必要はないわ。私達こそ、あなた一人に負担をかけてしまって」

　母親が申し訳なさそうに、ルイゼットの髪を撫でる。

「母さんも働けたら良いのに。父さんだって……まったくあの人は娘にこんな苦労をさせて。親が頼りなくてごめんなさい」

「何を言っているの。家族なんだから、協力して支え合うのは当たり前よ。私はちっとも苦労だとは思っていないわ」

　それはルイゼットの本音だ。家族のためだから、彼女はどんな苦労でも耐えられる。自分一人ならここまで頑張れない。

「それで、どうだったの？」

「もちろん、採用よ」

　ルイゼットは無理矢理笑顔を作って答えた。

「ただ、住み込みになるの。だから、家のことは母さんに任せることになるけど」

「住み込み」

「姉さん、どこか別の所に住むの？」

　黙って話を聞いていた弟が、そこでルイゼットに質問してきた。

「そうなの。姉さん、今よりずっとたくさんお金をもらえる所で働けるの。そしたらルークにも母さんにも、美味しいものをたくさん食べさせてあげられる。寂しいだろうけど、我慢できるかな？」

「僕、男の子だしもう八歳だよ。一人で寝られるし、オネショもしない。母さんの看病だって出来るよ」

　子供扱いされるのを嫌っているルークは、精一杯背伸びをして言った。

「じゃあ、母さんのことはルークに任せていいかな？」

「うん」

「ルイゼット、無理しないで、ウ、ゴホッ」

　母親は不意に胸を押さえて、咳き込んだ。医者の見立てでは肺の病らしい。季節の変わり目や寒さに弱く、明け方に良く発作を起こす。

「母さん、私のことは気にしないで。母さんに丈夫に生んでもらって、こうして元気に働けるのよ。感謝しているわ」

「ありがとう、本当にあなたは優しい子ね。なのに、親の私達が……本当に、父さんは一体どこに」

「ただいま」

　そこに、すごすごと父親が帰ってきた。

「あなた、一体今までどこにいたの？」

　無精髭を生やし、薄汚れた格好の夫の姿を見て、母が駆け寄った。公爵が約束を守って、父を放免してくれたのだ。

「う、うん。すまん」

　チラリとルイゼットに視線を向けた父に、彼女は首を振った。父が一晩どこで過ごしたか、話していないことを視線で伝える。

「飲み過ぎて荷馬車で寝ていたら、その荷馬車がおれを乗せたまま隣町まで行ってしまったんだ」

　ルイゼットは自分の言い訳以上に苦しい話だと思いながら、ハラハラして母を見た。

「隣町まで？　どうやって帰って来たの？」

「金もないし、歩いたよ」

「まあ、それでそんなにボロボロなのね。まったくドジなんだから」

　何とか信じてくれたらしく、ルイゼットは密かに父と二人ほっと胸を撫で下ろした。

「その、心配掛けたな、色々とすまなかった」

　父がルイゼットに謝った。

「あら、謝るのはルイゼットにだけ？　私もルークも心配していたのよ」

「わかっている。お前達にも迷惑をかけたな」

「わかってくれたならいいわ。でも、これにこりたらお酒はほどほどにして、また一から頑張って。家族のためにもね」

「耳が痛いな」

　根は真面目で働き者の父だ。きっかけさえあれば、また立ち直れる。ルイゼットも母もそう信じている。

「お腹が空いているでしょ、今すぐ何かつくるわ」

「母さん、そんなこと私がするわ」

「大丈夫よ。これくらい大したことは無いわ。そうそう、あなた聞いて。ルイゼットがお金持ちの家に、住み込みで働くことになったの」

「え、住み込み？」

　父が驚いてルイゼットを見る。

「そうなの。だから、母さんとルークのことをお願いね」

「住み込みって、大丈夫なのか？」

「母さん、父さんと二人で中庭の井戸で顔と手を洗ってくるわ。歩いてきたせいで、汚れているみたいだし」

　ルイゼットは家から父を連れ出した。母には聞かせたくない話をするためだ。

「体は大丈夫なの、父さん」

「ああ、心配かけてすまない。でも、どうして牢から出してもらえたのかわからないんだ。理由を聞いても、相手の公爵様がお赦しくださったとしか教えてくれなかった。お前、何か知らないか？」

「そのことだけど、実はコンティーノ公爵様に、父さんのことを赦してほしいとお願いしたの」

「何だって！　だけど、そんなことをしても……」

「母さんには、お金持ちのところで働くと言ってあるのだけど……公爵様のところで暫く働いて、父さんの壊した物を弁償するなら、赦してくれるそうよ」

「お貴族様が平民の頼みを聞き入れてくれたってことか？　そんなうまい話があるか？　もし公爵邸で働くなら、父さんが代わりに行く。もとはと言えば、父さんが悪いんだから」

　それを聞いて、ルイゼットは焦る。

「こ、公爵様と約束したのは私よ。私が行かないとだめなの」

「どうしてだ？　償うなら父さんだろう？　父さんの失態だからな」

　父が代わりに行っても、公爵との契約は成立しない。でも、父に本当のことは話せない。知ればもっと自分を責めるだろう。

「母さんの病気のことも、お医者様を紹介してくれるし、ルークを学校にも行かせてくれるらしいわ。父さんに仕事も紹介してくれるそうよ」

「本当にそんな話を？　騙されているんじゃないのか？」

　父の心配ももっともだ。実際ルイゼットは愛人となり、公爵の子を産むという契約が代償だから。

「そりゃあ、お前は亡くなった俺の母さんに似て器量よしで、頭もいいし気立てもいい。お前のことを嫌う人などいないが、そこまでしてくれるものか？　まさか、お前に惚れたとか？」

「や、やあね。そんなことないわ。信じて父さん。それに今より楽な仕事だし、きっとうまくやれるわ」

　必死でルイゼットは訴えた。父が納得しようとしまいと、ルイゼットは公爵の元に戻らなければならない。それが約束だ。

「すまない。父さんのせいだな。俺は、本当に駄目な父親だ。娘に迷惑ばかりかけて」

　両目を片手で覆い、父は込みあげてくる涙を堪え、唇を震わせて謝った。

「家族だもの。助け合うのは当たり前よ。そんな風に言わないで。私のこと、頑張れって応援してくれればいいわ。私がいなくなったら、父さんが母さんとルークをしっかり守ってあげてくれないと」

「わかっている。任せろ」

　涙を堪え、父は胸を張って言った。

















第三章　ルイゼットの覚悟












１






　次の日の朝、ルイゼットは市場へ向かった。

　着いてすぐに彼女は責任者のコクランを訪ね、住み込みの仕事が見つかったため、仕事を辞めることを告げた。

「辞める？　しかも今日限りだと？　えらく急だな」

「すみません。勝手なことを言っているのはわかっています」

「本当にそんな都合良く、大金を稼げる仕事が見つかったのか？」

「もちろんです」

「まあいい。こちらもお前がいなくなってくれた方が、都合がいいからな」

　コクランは、すんなりルイゼットの申し出を受け入れた。

「ハリーもこれで目を覚ましてくれるといいんだが」

　彼は息子のハリーがルイゼットに懸想していることを、面白く思っていない。息子にはそれなりに金持ちか身分の高い娘と結婚させたいと考えているからだ。

　しかし子供に甘い彼は、息子を厳しく諫めることが出来ないでいた。いつかはルイゼットをお払い箱にしようと考えていたことを、彼女は知っていた。

　それが今までかなわなかったのはルイゼットほど計算が速く正確で、字が上手な者がいなかったからだが、これで厄介払いができると考えたようだ。

　思ったほど嫌味を言われなかったので、ルイゼットはほっとして彼の事務室を辞した。

「よう、ルイゼット。親父に用だったのか」

　他の皆に挨拶して帰ろうと通路を歩いていると、ハリー・コクランにばったり出くわした。

　彼は廊下の壁に背中を預け、ポケットに手を突っ込んでもう片方の手で、さっと前髪を掻き上げる。

　その仕草が格好いいと自分で思っているのだ。

　そこそこ顔立ちは整っているが、意地の悪さが透けて見えはっきり言ってルイゼットの好みではない。

　ふと、ギルバート・コンティーノ公爵の顔を思い出した。

　彼自身は自分の容姿をどう思っているか知らないが、彼ほどの美丈夫なら今のハリーの仕草も、もっと様になっているだろう。

　わざとらしいことをしなくても、ただその場に佇むだけで、人目を惹き付けそうだ。

「おはようございます、コクランさん」

　ルイゼットは表情を強張らせ、軽く会釈した。

「コクランさんなんて、他人行儀だな。おれとお前の仲じゃないか、ハリーって名前で呼べよ」

　彼は前に進み出て、ルイゼットの肩にさりげなく手を置き、周りに聞かせるように少し大きな声で言った。しかし皆はルイゼットがハリーから言い寄られていることを迷惑に思っているのを知っているので、本気にする人はいないだろう。

「何のことでしょう。あなたはこの市場の責任者のコクランさんの息子さんで、ここで一緒に働いている同僚。それ以上でも以下でもない関係です」

　ルイゼットはさっと身を引き、彼の手から逃れた。その声音にはよそよそしさが混じる。

「そうだ、今は下っ端だがおれはこの市場をそのうち継ぐ男だ。そんなおれの嫁にしてやると言っているんだ。お前にとってもこれ以上ないいい話だろ？　いい加減受け入れろ」

　ハリーはルイゼットが顔を歪めたので、むっとなって威圧的に告げた。

「それは何度もお断りしたはずです」

　ルイゼットは深くため息を吐いた。子供の頃から彼を知っているが、昔からルイゼットの一家を貧乏人と馬鹿にしていた。大きくなってからは、こうやって言い寄ってくるようになり、ルイゼットが何度そっけなくしても、彼は諦めない。

「そんな態度でいると、親父に言ってお前を首にするぞ」

　彼はルイゼットが靡なびかないと、そうやって脅す。だが、実際に彼女を首にしてしまえば関係が絶たれてしまうので、これまで実行に移すことはなかった。

「兄さん、またルイゼットに絡んでいるの」

　その声を聞いて、ルイゼットはまた厄介な人物が現れたと、心の中でもう一度ため息を吐いた。

「なんだ、ジェシカ。何しに来たんだ」

　ハリーは振り返って、現れた妹のジェシカに言った。

　ルイゼットよりひとつ年下のジェシカは、ハリーとは違った理由でルイゼットに絡んでくる。

　ジェシカは自分が一番でないと気が済まない。自分の家が裕福なことを自慢してくるうえ、彼女曰く、ルイゼットが自分より綺麗だと思い、いい気になっていると言うのだ。ルイゼットはそんなことを一度も思ったことはないし、張り合うつもりもない。しかも兄のハリーが大好きな彼女は、彼がルイゼットを追いかけ回していることも気に入らないのだ。

「友達とお買い物に行くから、お父さんにお小遣いをもらおうと思って寄ったの」

「なんだ、また小遣いをせびりにきたのか。この前もドレスをたくさん買ったばかりだろ」

　ジェシカはよく父親に小遣いをもらいに来ては、友達と買い物に行ったりお芝居を観に行ったり、甘い物を食べに行く。ルイゼットが最後に自分の物を買ったり、甘い物を食べたりしたのはいつだろう。お芝居も、神殿で見せてくれる神話を題材にしたものしか見たことがない。

　家族のために働くことは、決して苦ではないが、そんな生活もあるのかと思ったことはある。

「だって、カレンったら、外国から輸入したレースを使ったドレスを買ってもらったって、自慢げに話すのよ。カレンが持っていて私が持っていないなんて、あり得ないでしょ。絶対私の方が似合うのに」

　くるりとその場で回って見せてから、ちらりとルイゼットの方に視線を動かす。ルイゼットを羨ましがらせて、悔しそうな顔を見たかったのだろう。

　しかし自分の期待した感情がルイゼットの顔に見えず、ジェシカはぎろりと彼女を睨んだ。

「何やっているのよ。さっさと仕事に行ったらどうなの。お父さんは怠け者にお金を払うほどお人好しじゃないわよ」

「そうですね。では失礼します」

　実は今日で辞めるのだと言おうとしたが、そう言ったらハリーがしつこく詰め寄ってくるのはわかっていたので、ルイゼットは何も言わなかった。

「あ、おい、ルイゼット、待てよ」

　ハリーはルイゼットを引き留めようと声をかけたが振り返らなかった。

「兄さん、ねえ兄さんもお買い物に付き合ってよ。兄さんが来たらアビーが喜ぶわ」

　ジェシカがそう言っているのが聞こえ、これでハリーは追ってこないだろうと、ほっと胸を撫で下ろした。

　長い間一緒に働いてきた人達に、今日で退職すると告げると、皆残念がってくれた。

　彼らはルイゼットの家の事情は知っているので、彼女が報酬の高い仕事を見つけたことを、喜んでくれた。そしてこの先ハリーに会わずに済むことも。
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　三日後、ルイゼットは家族に見送られて家を出た。

　家族と離れるのは初めてのことで、家を出るのはとても寂しかった。

　愛人になるためには、どんな仕度をしたらいいのか誰にも相談出来ず、取り敢えず家族に怪しまれないように、身の回り品を布袋に詰め込んだ。

　この前と違い、門番はすんなりルイゼットを通してくれた。ルイゼットのことをどう聞いているのかわからないが、通り過ぎる彼女をじっと目で追っているのがわかった。

「ようこそ。私はコンティーノ公爵家の執事長で、ギリウムと申します」

　屋敷に入ると、先日彼女がここを訪れたときにいた男性が、彼女を出迎えた。後ろには彼と同じ年回りの女性と、ルイゼットと同年代の女性もいる。

「あ、ル、ルイゼット・クラフトと申します。ど、どうぞよろしくお願いいたします。ギリウム……さん？」

　オドオドしながら、ルイゼットは彼に頭を下げ丁寧に挨拶をした。愛人として公爵に雇われたなら、雇用主が公爵で、執事長は彼女にとって上司となる。

「敬称は不要です。どうかギリウムとお呼びください、クラフト様、もしくはルイゼット様とお呼びしてもよろしいでしょうか」

　しかし、彼の方が逆に彼女を敬称で呼んだ。

「い、いえ。わ、私に『様』なんて……ルイゼットと、よ、呼び捨てで構いません」

　家名で呼ばれたこともないし、ここまで丁寧な扱いをされたことがなかったため、ルイゼットはすっかり恐縮する。

「そういうわけにはまいりません。ご当主様より、あなた様のお世話を任されております。お仕えする方を呼び捨てにはできません」

「ギリウムの申すとおりです。私はこの屋敷の侍女長をしております、ハンナ・スミッセンと申します。それからこちらが、クラフト様にお仕えする侍女のマーガレットです」

「マーガレットと申します。どうかよろしくお願いいたします」

「よ、よろしくお願いいたします。スミッセンさん、マーガレットさん」

　まごつきながら、ルイゼットは二人にも頭を下げた。公爵は彼らに、自分のことをどう言っているのだろう。これではまるで貴族の令嬢のようだ。

「どうか私のこともハンナとお呼びください。この者もマーガレットと呼び捨てで構いません」

　二人も同じように困った様子だった。

「でも私は……奥様でもお嬢様でもありません。ただの」

「愛人」という言葉を口にしかけて、彼らはどこまで知っているのかと思い躊躇った。貴族の愛人は、そこに勤める使用人達の間でどのような立ち位置なのか、ルイゼットは何も知らない。

「ここの三人はルイゼット様と旦那様のご関係について、承知しております」

「そ、そうなのですか？」

　彼らがすべて承知していると聞いて、肩の力が抜けた。

「ルイゼット様のようなお立場の方にお仕えするのは、初めてではございません」

　どうやら彼は、自分以外にも愛人を連れてきたことがあるらしい。その人はどうしたのだろうと思ったが、もしかしたら彼は頻繁に「愛人」を代えるのかもしれない。

「わかりました。それでは、改めてよろしくお願いいたします」

「お荷物はそれだけでしょうか」

　執事長が、ルイゼットの抱えている袋を見て言った。

「はい」

「では、お預かりして、お部屋にご案内します。ハンナ」

「はい。それではマーガレット」

「はい」

　マーガレットが近づき、さっとルイゼットから袋を取り上げた。

「あ、自分で」

「そういうわけにはまいりません。こちらへどうぞ」

　ルイゼットの申し出は軽く流されてしまい、二人は歩き出した。ギリウムの方を見たが、彼は黙って頭を下げただけで、口を挟むつもりはなさそうだった。

　名前の呼び方もそうだが、彼らには彼らのやり方があるのだろう。ここでのやり方にいちいち逆らっても仕方が無いと思い、ルイゼットは二人の後について階段を上がって行った。

「こちらがルイゼット様のお部屋になります」

　二人がルイゼットを連れてきた部屋は三階にあった。

「こ、ここですか？」

　開かれた扉の向こうに広がる室内を見て、ルイゼットは驚愕した。

　公爵家の屋敷の広さを考えたら、ひとつひとつの部屋の大きさもそれなりなのはわかっていたし、この前案内された部屋も広かった。

　大きな窓からは陽射しが差し込み、中を明るく照らしている。設置されている家具もどれも高級そうだ。

「どうかなさいましたか。どうぞ、お入りください」

　入り口で立ち尽くしているルイゼットを、ハンナが中へと促す。

「その、私、こんな立派なお部屋は……」

　てっきり使用人部屋を宛がわれると思っていたのに、こんな豪華な部屋に案内されるとは思わなかった。足を踏み入れるのも躊躇われる。

「何をおっしゃっているのですか。ご当主様からこちらをと仰せつかっております。さあ、中へどうぞ」

「し、失礼します」

　ルイゼットは一歩を踏み出した。愛人となる覚悟を決めたのなら、これくらいのことで気後れしている場合ではない。

「お荷物はこちらにお入れしておきますね」

　マーガレットが声をかける。そこにはお店でも開ける位のたくさんの服が吊り下げられていた。どれもこれも立派な物で、そんな服と一緒に、ルイゼットが持ってきた荷物を入れようとしているのを見て慌てた。

「わ、私の荷物なんかを、そんな高価そうな服と一緒に入れないでください。そこの服の持ち主の方に申し訳ありません。どこか別の所で」

「え？」

　ルイゼットの言葉にマーガレットは驚き、それからハンナを見る。

「ここの衣装は、ルイゼット様の為にご用意したものです。時間がなく完璧とは申せませんが。ですので、そのようにお気を遣われる必要はございません」

「え、わ、私の……」

　ルイゼットはもう一度、吊り下げられた衣装の方を振り返る。優に三十着はある。時間が無かったとハンナは詫びたが、ここまでしてもらうつもりもなかった自分には過ぎた待遇だった。

「お気に召しませんでしたか？」

　黙ったままでいるルイゼットに、ハンナが問いかけた。

「き、気に入るとかそんな……えっと、気に入らないわけがありません。わ、私にはもったいないくらいです」

「コンティーノ公爵家としては当然のことです。戸惑われるお気持ちもわかりますが、すべてご当主、旦那様のご意向ですので、ルイゼット様もどうかご了承ください」

　言い方は丁寧だったが、ハンナの口調には逆らうことは赦さないという強い意志が込められているように感じた。

「わ、わかりました」

　ルイゼットが素直にそう言うと、ハンナは満足したように頷いた。

「さあ、それではさっそく始めましょう。旦那様をお待たせするわけにはいきませんからね。お帰りまで時間の猶予はありませんわよ。マーガレット、入浴の用意を急いで」

　ハンナはパンと両手を打ち鳴らし、マーガレットに命令する。

「はい、直ちに」

　マーガレットも心得たとばかりに、ルイゼットの荷物を他の衣装の反対側にかけ終わると、部屋にあったもう一つの扉に向かって行った。

「あ、あの準備とは？」

「大丈夫です。すべてお任せ下さい」

　状況判断が出来ないでいるルイゼットに、ハンナは万事心得ているとばかりに微笑んだ。






３






　その後ルイゼットは、ハンナとマーガレットに取り囲まれ、服を脱がされた。

「あの、その服は、そ、それは捨てないでください」

　自分が着ていた服をどこかに持って行こうとするマーガレットを引き留める。

「え？」

　その言葉を聞いて、マーガレットは指示を求めてハンナに視線を移す。

「大事なものなのですか？」

　とてもそうは見えないという気持ちが、二人の顔に書いてあるのがわかる。

「いえ。ただ、ここを出て行く時に、それは必要なので」

　公爵との契約は、彼の子供を生むまでの期間限定。契約を達成すれば、自分はここを去る身だ。その時その服が必要になる。

「では、洗濯をして櫃にしまっておきます。マーガレット、そのように取り計らって差し上げて」

「畏まりました」

　暫しの沈黙の後、ハンナはそう指示した。マーガレットは頷くと、丁寧にその服を畳んで籠の中に収めた。

「ありがとうございます」

「いいえ。ご希望に添ったまでです」

　マーガレットが戻ってくると、ルイゼットは二人がかりで頭からつま先までゴシゴシ磨き上げられた。良い香りがする石鹸で体を洗われ、髪も今まで使ったことのない液体で洗われた。浴槽から上がった後も、体や髪にトロリとした液体を擦り込まれた。

　何度もブラシで梳かれた髪は、かつて無いほど艶やかになり、肌も輝きを増してしっとりと吸い付くようになった。

　下ろしたままか、三つ編み程度にしか結ったことの無かった髪は、後頭部の高い位置で纏められた。

　化粧はほんの少し、白粉を軽く叩いただけで済ませた。

　それでも鏡の向こうから見つめ返す自分は確かに自分の筈なのに、初めて見る他人のようだった。ルイゼットは祖母のパトリシアに似ていると良く言われる。かつて貴族令嬢だった祖母が若かりし頃は、こんな風だったのかもしれないと思った。

　下着は滑らかで薄い光沢のある絹。心許ない細い紐が付いている。その上に纏うのは、胸の下で切り返しがついた肌が透けて見えるほど薄い白の綿モスリンのドレスだ。

　ここまで仕上げるのに、かなりの時間を要した。貴族というのは、ただ身支度をするのにも、こんなに時間を掛けるものなのか。これが毎日の日課なら、とてつもない時間の浪費ではないだろうか。

　仕度が終わると、スープとパン、そしてチーズと香ばしく焼いた鶏肉が出された。

　ハンナは軽めの夕食だと言っていたが、いつも食べている量からすると、逆に多いくらいだった。

　食事が済んだ頃、ギリウムがやってきた。

「旦那様がお帰りになりました。お支度が調うまで、ここでお待ちください」

「わかりました」

　ギリウムに案内された別の部屋の中、何処で待つのが正しいのかわからず、窓辺に用意されていた椅子に座った。

　ちらりと部屋の中央に視線を移すと、そこには存在感たっぷりに広く大きな寝台がある。寝台にはなぜか屋根があって、四本の支柱にはカーテンがくくりつけられている。

　ルイゼットが案内された部屋にあった寝台も十分広いと思ったが、それはその倍の広さがあった。

　あの上で、自分は彼に抱かれるのだと思うと、胃の辺りがきゅっとなって緊張で手足が震えた。

　愛人とは、どんな風に相手を出迎えるものなのだろう。

　どれくらい時間が経っただろうか。ただ待ち続けるのは、時間の流れがとても遅く感じる。

　カチャリと扉が開く音が聞こえた瞬間、ルイゼットはビクリと条件反射でその場に立ち上がった。

　入ってきた人物が近づいてくるのを、俯いて床を眺めながら待った。

　殆ど足音を立てずに、こちらへと近づいてくる気配を痛いほど意識する。やがて俯いたままの彼女の視界に、ズボンの裾と裸足の足に履いたスリッパが見え、すぐ前で止まった。

「いつまでそうやって下を向いているつもりだ。頭を上げろ」

　頭の上から声が降ってきたかと思うと、伸びてきた手が顎を捉えて彼女を上向かせた。

　青い瞳がすぐ目の前にあり、射るような眼差しを向けてくる。

「覚えておけ。やましいことがあると、人は無意識に目を逸らすものだ。だから私が話しかけた時は、まっすぐ私を見ろ」

「す、すみません」

「わかればいい」

　そう言って彼は剣呑だった瞳を少し和らげ、ルイゼットの顎を捉えたまま、首を巡らせ頭の先からつま先までをじっくりと観察する。

　彼がどんな気持ちでルイゼットを眺めているのか。その表情に好奇の色は浮かんでいるものの、他の男から向けられるようないやらしさは見られなかった。

　ルイゼットも顎を捉えられたまま、眼球を動かし見える範囲で観察する。洗い髪の、まだ少し湿り気を帯びた黒髪は、この前より若干癖が出ている。

　これが彼の髪質なのだろう。

　腰紐で結んだナイトガウンの合わせの間から逞しい胸が見え、裾のゆったりしたズボンを履いている。

「観察は終わったか？」

　じっと自分を見つめているルイゼットに、彼はそう問いかけた。

「あ、えっと、お部屋のことですが」

　気まずさに、何か話さなければと思いついたことを口にした。

「気に入らなかったのか？」

　不満を言っているように受け取ったらしく、彼が眉をひそめた。

「いえ、いえ、違います。逆です。とても素敵なお部屋で、驚きました」

　自分は「愛人」として雇われた。

　由緒正しい公爵家の、「妻」ではない。使用人と同等の扱いでも十分だと思っていた。

　なのに、用意してくれた部屋は、まるでこの家の女主人が使う部屋のように立派だった。

「なら何が問題だ？」

「いえ、問題などありません」

　強いて言えば広過ぎる。しかも部屋には専用の浴室がある。あの部屋と同じか、それより狭い広さの借家で、ルイゼットの家族は祖父母が生きていた頃から住んでいる。それを自分一人で使うなど、なんて贅沢なのだろう。

　せっかく立派な部屋を自分のために用意してくれたのに、そんな配慮に対して、感謝を伝えるのを忘れていたことに気づいた。

「せっかく私のためにご用意いただいたのに、失礼を申しました。先にお礼を申し上げるべきなのに申し訳ございません」

「謝る必要は無い」

　彼は素っ気なく答えた。どうやら機嫌を損ねたようだ。しくじってしまったとルイゼットは後悔したが、口にしてしまったものは仕方が無い。

「ハンナさん達にも、とても親切にしていただきました」

「それも彼女達の仕事だ。もう話はいいか。君を雇ったのは、話し相手がほしかったわけではない。すぐにでも契約を履行してもらおう」

　目を細めルイゼットの方を見た彼の視線と言葉に込められた意味に、体温が一気に上がった。

「わ、わかっています」

「ならいいが」

　顔を赤らめながらそう答える彼女を見て、ギルバートはこの日を心待ちにしていた自分に気づいた。この日のために二日間真夜中まで仕事を詰め込んだ。

　淑女然としている令嬢達より、ずっと淑女らしいルイゼットの反応を見て、先日の顕になった豊かな彼女の乳房の感触を思い出し、ギルバートは下腹部が熱くなった。

　今でもそこそこ男の淫心を誘う存在ではあるが、もう少し肉を付ければ更に抱き心地が良くなるだろう。

　フェリペが下男に彼女の後をつけさせて、住んでいる場所や普段の彼女について調べたところによると、彼女と家族の暮らしぶりは何とかギリギリ生き長らえているというものだった。

　家族の生活を支えているのは彼女の細腕一本で、市場と酒場を掛け持ちしているが、借家の家賃も何度か支払いが滞っているということだった。

　父親も昔は真面目に働いていたようだが、色々あって仕事が続かず、今は酒浸りの日々だ。弟も幼いうえに母親の病気も嘘では無く、その薬代も事欠く状況だった。

　だからこそ、彼女はギルバートの提案を受け入れた。

　ギルバートも、そんな彼女の状況を利用した。
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　ギルバートはルイゼットの唇を奪った。

「ん」

　唇を割って舌がねじ込まれる。最初から激しい口づけに、ルイゼットは目眩を覚えた。

　ハンナ達が時間を掛けて結い上げてくれた髪は、一瞬のうちに解かれた。

　口の中を荒々しく舌が動き回り、手が背中を何度も擦る。熱い体を隙間無くピタリと寄せ、腰を掴まれたまま一歩一歩後ろに歩かされ、そのまま寝台に横たえられた。

　そこで一旦唇が離れた。

「ハンナ達はいい仕事をしたようだ」

　掬い上げたミルクティーブロンドの手触りを堪能し、唇を寄せて匂いを嗅ぎながらギルバートが囁く。

　ルイゼットが使ったこともない品々を駆使して磨き上げられたのは、すべて彼のため。

「彼女達、とても丁寧に世話をしてくれました」

　子供ではないから、風呂など一人で入れると断っても、これがこの家の方針だと言って彼女達は譲らなかった。

「ハンナは優秀な侍女長だ。我が家の者達は皆優秀で弁えている」

　彼の口ぶりは、ルイゼットにもそうしろと言っているように聞こえる。

　彼らの仕事が公爵家を切り盛りすることなら、ルイゼットの仕事は彼にこの身を委ね、抱かれること。

「私は、どうすればいいですか」

　服を脱がせろと言われれば、そうするつもりで尋ねた。

「私が何をしても逆らわず、従う。それだけでいい」

　そう言って、舌なめずりしながらルイゼットを見下ろした彼の青い瞳が、さっきより濃くなる。自分がまるで肉食獣に捕食される獲物になった気がする。

「それだけで、いいのですか？　その、何もしなくて？」

「気持ちだけもらっておこう。愛人として雇ったが、君には最初から何も期待していない。私にすべて委ね素直に応えればいい」

　実はどうすればいいか不安だったルイゼットは、最初から期待していないという言葉に、少し救われた気持ちになる。

「では、我が家の使用人達の仕事ぶりを、もっと確認させてもらおう」

　ルイゼットの胸元を結んでいた紐をスルスルと解いていき、緩んだ襟ぐりに手を掛け身頃を一気に引き下げた。

　真新しい絹の下着に包まれたルイゼットの体を見て、ギルバートは満足そうに微笑んだ。「この前の下着も斬新だったが、こちらもなかなか」

　絹の生地は薄く、肌が透けて見える。彼は頭を傾け、下着の上から片方の乳房に齧りついた。

「あ」

　この前は先端をただ指で摘ままれただけだったが、生温かい人の口に含まれるのは、また別ものだった。

「あ、ああ」

　反対側の乳房にも手を伸ばし、指が食い込むくらいに強く揉みしだきながら、ギルバートは口に含んだ乳房を吸い上げた。

「あああ」

　与えられた刺激に、ルイゼットは悶えた。舌先が胸の頂を突き、周囲をぐるりと舐め回す。もう片方も先端を指で擦られる。ただ胸を弄られているだけなのに、下腹部の辺りが疼いた。

「この程度で感じるなど、やはり君は感度が良い」

　ルイゼットにはそれが悪いことなのか、良いことなのかわからない。だが、彼の声音は歓んでいるように聞こえるので、決して悪い意味ではなさそうだ。

「胸でこうでは、もっと敏感な部分を触ったら、一体どんな風になるのだろうな」

「わ、わかりま……」

　ギルバートの言い方が質問に聞こえ、素直にそう答えた。もっと敏感な部分を触られたら、どうなるかなどわからない。

「今のは質問ではなかったのだが、まあいい。では、確認してみるか」

　ギルバートはルイゼットのドレスを全て脱がせ、彼女の股間に手を伸ばした。

「あ」

　恥骨に触れた指が、伝いながら割れ目に辿り着くと、少し力を込め、布地の上からゆっくりと扱く。自分でも触れたことのない場所を、会って二度目の男性に触れられている事実に、ルイゼットはビクリと体を震わせた。

「や、あああ」

　空いた方の手で、同時に乳首も摘ままれ、二カ所の刺激に体をくねらせる。

「ここに自分で触れたことはあるか？」

「ひゃあ」

　割れ目に沿って這わせた指が、先端のある場所をきゅっと摘まみ上げると、先ほどまでとは比べものにならない痺れが体を突き抜けた。

「どうなんだ？」

「や、ああ、やめ……あ、ありませ……ああ」

　ギルバートはルイゼットの反応を見て、同じ部分を指で擦り続ける。そこを刺激されると、お腹の奥から何かが湧き上がってくる。

「そうか？　しかしもう随分濡れてきているぞ。本当に触ったことがないのか？」

「う、嘘じゃ、あ」

　下着の中に手が差し込まれ、直接指が触れる。グチョグチョと、水音が自分の脚の間から聞こえる。

「気持ち……いい、わ、わからない」

　ギルバートの手が与える刺激に反応しているのはわかるが、これが気持ちいいということなのか、彼女にはわからなかった。

「そうか、まだ刺激が足らないようだ」

　残念そうに言うと、ギルバートは一旦手を止めた。

「では、こうしよう」

　そして下着を剥ぎ取ると、ルイゼットの脚の間に体を滑り込ませ、頭を傾けた。

「や、あ、な、なに、そんな、ああああ」

　顕になった下半身に恥ずかしさを感じる間もなく、熱い吐息が吹きかけられ、指で弄られていた部分をジューっと吸い上げられた。

「ああああ」

　何が起こったかわからず、ルイゼットは腰を浮かせ、シーツを握り締めた。

　目の前がチカチカとし、一瞬呼吸が止まる。だが、その波も収まらないうちに、再び吸い上げられた。

「や、こ、こうしゃく、さま。だめ、そんなところ、ああ」

　気がつけば、彼が与える刺激に腰は跳ね続け、頭を左右に振っていた。

　彼女の知識では、ただ男の性器と女性の性器が結合するだけの行為だと思っていた。男が股間にぶら下がったものを、女の中に挿入する。ただそれだけ。

　なのに彼は、胸や乳首を舐め、下半身をも舐める。そして男性器ではなく、舌と指を使ってルイゼットを翻弄しているのだ。

　これが男女のまぐわいの正しいやり方なのだろうか。

　彼女の脳裏には、「私が何をしても逆らわず、従う。それだけでいい」という彼の言葉が浮かぶ。それが正しくても正しくなくても、ルイゼットは彼の気が済むように従うだけだった。

「ひいいっ」

　不意に今までとは比べものにならない衝撃が、ルイゼットの全身を貫いた。お腹からドクンと液体が流れ出て、きゅっと力が入った。

「こ、こうしゃく、さま」

　走ったわけでもないのに、呼吸が苦しくなる。力が入らなくなった体を寝台に預けながら、弱々しくギルバートを呼んだ。

　脚の間から、ギルバートが呼びかけに応え顔を出す。口の周りにはベッタリと、透明な液体がこびりつき、ペロリと舌でそれを舐め取るのをぼんやりと見つめた。

「もう少し耐えろ。少なくとも指が三本入るくらいまで広がらないと、難しいだろう」

　何が？　と問いかける言葉も出ないが、ルイゼットの顔に書いてあったのかもしれない。

　ギルバートはすっと膝立ちになると、ガウンの紐を解いて開き膝までズボンを下ろした。

「これだ。これを君の中に挿入しないと、子種を注げない」

　それを見てルイゼットは息を呑んだ。

　ギルバートの肌よりも色濃く、先端がまるで生き物の口のように収縮している。彼の手の中でそれは太く張り詰め、ルイゼットに狙いを定めているかのようだった。
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「あ、ああ、あ、いや、あん」

　最初一本だった指は、二本になり今は三本目が入ったところだ。

　その間にギルバートは唇を重ね、胸に齧りつき、彼女の肌に舌を這わせた。時折その滑らかな肌を吸い上げ、チリリとした痛みが肌を掠める。

　ズブズブと蜜口を掻き回され、指先が中を擦るとルイゼットはこれまで出したことのない喘ぎ声を漏らす。

　何度も激しい痙攣が体を走り、その度に彼の指を無意識に咥え込む。

　一体いつまでこの責め苦が続くのか。痛みは無いが、絶えず体を走る甘美な疼きは次第に大きくなり、ルイゼットは自分がどうにかなってしまいそうな恐怖を感じていた。

　ズボッと指が一気に抜かれるのを感じ、ルイゼットは閉じていた目を開けて、ギルバートの方に視線を向けた。

「悪い。もう限界だ。下準備はこれくらいにさせてもらおうか」

　そう聞こえたかと思うと、指でも舌でもない、何かもっと太いものが触れ、ルイゼットの中に侵入してきた。

「ひうっ」

　蜜口から膣壁を押し広げ、熱いものが突き進んでくる。

　指どころの太さではない。彼女の頭には先ほど彼が見せた男根が思い浮かぶ。

　それが今、自分の中に押入ろうとしているのだ。

　どうやって子供が出来るのか、頭でわかっていても、その行為がどんなものかを、彼女はわかっていなかった。

「は、あ、ああ」

　生まれて初めて男を受け入れ、その存在感に圧倒される。ミチミチとルイゼットの膣壁を押し広げて侵入してくる痛みに、息を呑みぎゅっと目を固く閉じて耐える。

「目を閉じるな。目を開けてしっかり私を見ろ」

　瞼の上を指で擦られ、ゆっくりと開く。青い瞳がまっすぐに自分を見ている。その額には、うっすら汗が浮かび、眉と眉の間がぎゅっと寄っている。

「力を抜け。そんなに締めつけられては、入らない」

　ルイゼットも苦しいが、ギルバートも苦しそうだった。

　こういう場合、痛いのは女だけで、男はただ女の中に己の分身を入れ快楽を感じるだけと思っていたが、違うのだろうか。

　そう考えると、彼を苦しめているのが自分なのだと気づき、よくわからないままに詰めていた息を緩め、体の力を解いた。

　すると、その瞬間を待っていたかのように、ギルバートが更に奥へと突き進んできた。

「そうだ。それでいい。やればできるではないか」

　険しい顔をいくらか緩め、額を擦り合わせると、お腹の奥に何かが突き当たった。

「あ……」

「全部、入ったぞ」

「全部」

　お腹全体にじんじんとした痛みが広がり、中から熱を感じ今にもはち切れそうだ。

「そうだ。ほらここに」

「や、あああ」

　外から押されたのに、内側から痺れが広がり、上半身を起こした。ルイゼットの反応を見て、彼は少し力を入れてお腹を撫で回した。

「や、やめ、あ、ああ」

　振動が与える刺激に、ルイゼットは身悶えする。余裕もなく隙間なく埋め込まれた彼のもので、ぐりぐりとお腹の中でこねくり回される。

「ここまでやって、今さら止めるのか？　本当にそれでいいのか？」

　なぜか中で彼のものが更に質量を増やす。止めるつもりなど、毛頭ないのが口ぶりでわかる。

「もしくは、これで終わりだと思っていないか？」

　ぐっと腰を折って、触れるくらい近くに顔を近づけてくる。

「あ、だめ、う、動かないで」

　体勢が変わったことでまた別の場所を刺激され、ルイゼットはまたもや背中を仰け反らせた。ぎゅっと全身に力が入り、中に入っているものも、締めつける。

「ぐ」

　ギルバートが喉を鳴らして、唇を強く引き結んだ。

「食いちぎるつもりか」

　食いちぎれるものかわからないが、無意識にしたことで、わざとやったことではない。

「わ、わざとでは」

　怒らせてしまったかと彼を見るが、僅かに口元を綻ばせ、青い瞳が煌めいている。

　その眼差しや仕草にとてつもない色気を感じ、ルイゼットはお腹の奧がキュンとなり、繋がっている部分が切なく疼いた。

「催促か」

「え？」

　問われた意味がわからず、ぼーっとして反射的に尋ね返した。

「私のものを包み込んでいるここが、また締まったぞ」

　トントントンと、外からまた同じ場所を突かれる。内側からもゆさゆさと揺さぶって中を刺激する。

「はう、はああああ」

　先端が膣壁の奥深くを刺激すると、目の前に火花が散った。

「初めてだからもう少し様子を見ようと思ったが、そんなに求められては仕方が無いな」

　ギルバートは彼女の腰を掴むと、引きかけた陰茎をガツンと奥まで押し込んだ。

「ひゃああ、ああ」

　中を擦りながら先ほどより深く、先端が奥を貫く。その衝撃に声が漏れる。

　それは一度では留まらず、二度三度と繰り返される。引き戻す際に中を何かが擦り、その度にルイゼットの体が快感を拾う。奥から止めどなく湧き出る愛液が彼の動きを助け、どんどん動きが滑らかになり速くなる。

　ビクンと、ある場所に当たった瞬間、ルイゼットの体が今までより大きく跳ねた。

　彼女の反応に気づき、ギルバートが一瞬動きを止める。

「ここだな」

　何かを確信したように呟き、同じ部分を擦った。

「ひう、ああん」

　ゴリゴリと同じ場所を擦り上げられ、ルイゼットは何度も喘いだ。

「や、あ、ああ、ああん」

「そうだ。そうやって、感じたまま素直に反応しろ。虚栄はいらない」

　彼の動きはどんどん激しさを増し、ルイゼットはただ彼を受け止めるのに必死だった。

「こ、こうしゃく、しゃまぁ」

　自分の体なのに、何一つ制御できない。男と女の体の一部分を繋ぎ合わせ、男が女の胎に精を放つことで女は子を宿す。ただ子作りのためだけの行為。

　それがこんな風に自分を翻弄し、苛むものだとは想像していなかった。

　ぐずぐずに惚け、涙が滲んだ目でギルバートを見て、舌足らずな声で彼を呼ぶと、ギルバートが唇を重ねて舌を絡めてきた。

　ギルバートが突き上げる度に漏れる喘ぎ声がくぐもって、頭に響く。二人が繋がった下半身からのグチョグチョとした水音と、肌と肌がぶつかる音が聞こえる。

　ルイゼットが想像していた以上に、その行為は生々しく卑猥で刺激的なものだった。

「！！！！！！」

　その瞬間、全身をそれまで以上の衝撃が貫いた。

　体が一本の張り詰めた糸のようにピンと張り詰め、呼吸が止まりきつく彼のものを締めつけた。

「も、もう、らめ」

　これ以上何かされたら、どうにかなりそうだった。涙と涎とで濡れた顔を向け、必死で懇願する。

「まだだ。もう少し耐えろ。今から子種を中に注ぐ」

「ひい、や、ああ、待って、もう少し」

　力が抜けた体で、必死に彼を止めようとする。今はだめだ。

「これは約束だ」

　それは彼女もわかっている。彼の精を受け入れなければ子は成せない。

「ん、んん、ひあっ」

　ビクビクと引きつる膣壁を擦りながら、彼が陰茎を引き抜く。

　そして力強くそれを打ち立てた。

　彼女の中で、ピタリと嵌った彼のものが脈打ち、お腹の奥に熱く滾るものが注がれるのを感じた。
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「あ……んん、あ、はあ」

　ルイゼットの口から漏れた艶を帯びた声が、ギルバートの耳に届く。

「今夜はこれが限界だな」

　精を放つと、ギルバートは彼女の中から陰茎を抜いた。

　ぐったりと寝台に体を預け、力なく横たわっているルイゼットの蜜口から、彼女の愛液と彼の精液が混じり合ったものが流れ出る。今夜だけで三度精を放った。彼女の胎の奧には、たっぷりと自分の物が収まっていると思うと、愉悦が彼の胸に広がった。

　ミルクティーブロンドの髪を枕に広げて、白い胸を上下させながら、熱した蜂蜜のようにとろりとした瞳が彼を見つめる。

「ゆっくり休め」

　まだ彼との行為の余韻に浸り、現実に戻りきれていないようだ。

　だが、彼の言った意味は理解できたらしく、軽く瞬きで答えた。

　今夜で連続三日、ギルバートは定時で帰宅し彼女を抱いた。

　緊張のせいか、初日は一度で気を失った彼女も、今夜は三度まで耐えていた。

「湯浴みの仕度をさせる。暫くそのままでいろ」

　そして彼は床からガウンを拾い上げ、昨晩と同じようにそれを羽織る。

「あ、あの、お願いがあります」

　ルイゼットが半身を起こして、ギルバートに声をかけた。

「なんだ？」

　ギルバートはそれに対し、警戒するように答えた。

「家族に、手紙を書いても構いませんか？」

「手紙？」

「はい。新しい仕事場で、私が元気にやっているか、家族も心配していると思いますし、私も父達の様子が気になります」

　仕事の詳細は書けないが、自分が健康で恙つつがなく過ごしていると知れば、家族も安心するだろう。

「それは構わない。書いた手紙はフェリペに渡すと良い」

「ありがとうございます」

　駄目だと言われたら、それはそれで仕方ないと思っていたが、ホッと胸を撫で下ろした。

「あの、図々しいことを承知で、あともう一つ、よろしいですか」

「何かほしいものがあるのか？　ドレスか宝石か？」

　抑揚のない、突き放したような言い方で尋ねる。

「いえ、そういうのでは……」

　その冷たい態度に、ルイゼットは躊躇する。

　初めて抱かれた翌日、目が覚めると彼はもういなかった。マーガレットに所在を尋ねると、いつもの時間に起きて王宮に出かけたということだった。

　昼近くになってハンナが起こしにくるまで、疲れ果て眠りこけていて彼がいなくなったのにも気づかなかった。

　自分はまだ余韻を引きずっているというのに、彼の方にはまったく影響がなかったようだ。

　溢した二人の体液と、ルイゼットが散らした血の滴が乱れたシーツに染みていて、体に残った痛みと疼きが、本当に男性と体を重ね身の内に精を受け入れたのだということを思い起こさせた。

　しかし体を重ね熱い抱擁を交わしても、ルイゼットにとって彼は見知らぬ他人なのだと思い知る。

「ではなんだ？」

「その……昼の間、何か私にも出来ることはありませんか？」

　その質問が意外だったのか、彼は気色ばむ。

「私の相手だけでは不満か？　それだけをしていればいいのだから、楽なものだろう？」

「不満など、とんでもございません。そんなつもりで申し上げたわけではありません」

　彼の相手だけをしていれば確かに楽なものだ。

　マーガレット達が色々世話を焼いてくれ、朝からお風呂にも入れる。美味しいものもたくさん食べられる。

　でもこの贅沢な暮らしに慣れてしまわないようにしないと、家に帰ったときが大変だ。何しろ普段の自分の生活では、盥たらいにお湯を少し張って、絞った布で拭くのが関の山だった。食べる物も硬いパンや野菜の切れ端が浮いたスープ中心で、ここのような肉など滅多に食べることはなかった。

「不満はないのだな。では、君もこの行為を楽しんでいると思っていいか」

　ギルバートが身を屈め、ツンと上を向いた胸の先端を指先でつつく。

「あ……」

　彼との情事の後で、まだ敏感になっていたため、悩ましげな声が漏れた。

「こ、公爵様」

　触れられたのは胸なのに、股間が疼いて切なげに彼を見上げた。

「どうやら、今宵はまだ物足りなかったようだ」

　ガウンの生地を押し上げて、ギルバートの股間が勃ち上がる。

「あ、だめ」

　腰を掴まれうつ伏せにされると、さっきまで彼のものを受け入れていた部分を、曝け出される。

「だめだと？　ここは物ほしそうにひくついているぞ」

「やめ、ああ」

　背後から、彼が硬くなった剛直を突き刺す。まだ互いの体液で濡れそぼったそこは、いきなり挿入されてもすんなりと呑み込んだ。

「あ、ああああ」

　ズクンと勢いよく突き上げられ、最奥に先端がぶつかる。背後からは初めてで当たり具合が今までと違い、与えられた刺激と悦楽に、絶叫にも似た声を出した。

「その反応。本当にこの前まで生娘だったとは思えないな」

　ギルバートは腰を振って、彼女の中を掻き乱しながら耳朶じだを甘噛みする。顔は見えないが、熱を帯びた吐息に彼も興奮しているのがわかる。

「や、やめ、そこは、ああ」

「そなたは、どこを触ってもそのように感じるのだな」

　彼のものを咥え込んだまま、ルイゼットの膣壁が収縮する。初めは辛かった行為も、回を重ねるにつれ彼の形を覚え、挿入しただけでイくようになってきた。

「ら、らめ、そんな、や、激しい。壊れる」

　律動が激しさを増し、その振動で豊かな胸が揺れる。ルイゼットは頭を前後に揺らしながら、必死で腕を突いて身悶える。中を擦り、奥を突く度に当たる場所が変わり、ルイゼットはどんどん昇り詰めていった。

「！！！！！！」

　ビクンと、ルイゼットの体が弓なりになり、きつくギルバートの陰茎を締め上げた。

　彼女が達したのがわかると、彼も時を空けずに腰を打ち付け、再び彼女の中に射精した。二度、三度とその行為を繰り返し、やがて彼女を背後から抱え込んだまま、どさりと寝台に身を落とした。

　彼女を組み敷き、まだその中に己のものを残しつつ、腰をぐっと引き寄せる。

「こ、こうしゃ」

「じっとしていろ」

　動こうとする彼女を彼が制する。

「せっかく注いだ子種が定着する前に零れ落ちる。このまま暫くじっとしていろ」

「は、はい」

　素直に返事をし、彼と繋がったまま、ルイゼットは大人しくする。

　彼のものは、射精前より幾分か大人しくなってはいたが、それでもかなりの存在感があった。

　背中に彼の逞しい体を感じながら、ルイゼットはそっと目を閉じた。

　体も彼女よりかなり大きく、こうして抱きかかえられていれば、彼の腕にすっぽりと収まってしまう。

　それなのに、その一部を自分が包み込んでいることが、何だか不思議だった。

　決して可愛いものでは無い。

　彼女の目に映った彼の陰茎は、血管が浮き出て奇妙な形をし、先端はまるで生き物の口のようにパクパクしていた。そこから大量に精液が吐き出され、それが今自分の中に注がれている。

　そっと下腹部に触れる。大量に注がれた彼の精は、もうすでにここで実を結んでいるだろうか。

　出来ればそうあってほしいと、彼女は思っている。そうすれば、もうこれ以上彼に抱かれなくて済む。

　体の中でどんな風にそれが作られ、どういう仕組みであそこから出て、自分のお腹の中でどう結びついて子供ができるのか、詳しいことは何も知らない。

　男性と肌を重ね、その身に受け入れることが、こんなに気持ちを揺さぶるものだとは思わなかった。

　自分自身すら触れたことのない場所に触れられたことで、自分でも知らなかった反応が呼び覚まされた。そしてそれは、決して不快なものではなく、時にルイゼットは彼との契約を忘れてしまいそうになる。

　このまま彼に抱かれ続ければ、体だけでなく心まで彼に心酔しそうで、それが怖い。

　背中を向けていて良かった。

　なぜか涙が勝手に込みあげて、ルイゼットは泣き声を聞かれないよう口元を塞いだ。
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「旦那様からお聞きしました。何か仕事をされたいとおっしゃったと言うのは、本当でしょうか」

　次の日の朝、身支度を終えたところにハンナがやって来て、そう言った。公爵がハンナに話してくれたのだが、それが何故か嬉しく思う。取るに足らない細ささやかな彼女の願い。それを彼は無視しなかった。

「はい。確かにそう申し上げました。掃除でも洗濯でも、何でもします」

「掃除や洗濯ですか？」

　ハンナが怪訝な顔をする。

「あ、いえ。ただ何か出来ることはないかと、申し上げただけです」

「さようですか」

　それを聞くと、ハンナはほっと息を吐いた。

「はっきり申し上げますと、ルイゼット様にしていただくような仕事はございません」

「そ、そうですよね。きちんと教育を受けたわけでもありませんし、素人がしゃしゃり出ては、皆様のご迷惑になるだけですもの。簡単にできるわけではないのに、私が浅はかでした。すみません」

　掃除や洗濯と言っても、家事としてやっていただけで、貴族の家のやり方とはかなり違うだろう。専門としてやってきた人に交じって仕事をしても、かえって迷惑になるだけだ。第一、それでお金をもらっている彼女達に失礼だ。

「いえ、そういう意味ではなく。私どもの仕事をルイゼット様にさせるわけにはいかないと、そう申し上げているのです」

　ハンナが勘違いを正す。

「では、他の方はどうやって過ごされているのでしょう」

　ハンナに聞いていいものかどうかわからなかったが、ルイゼットの知らない過ごし方があるのだろうか。

「他の皆様はゆっくり寝て、食べたいときに食べたいものを召し上がり、適当に過ごしていらっしゃるかと」

「『働く』というのは？」

「それ以外のことをなさる方はいらっしゃいません」

　前例がないと言われ、ルイゼットはがっかりした。彼女達の仕事を奪ってまで、何かをするわけにもいかない。

「時間を潰す必要があるなら、仕事でなくてもすることはあります。たとえば読書やお散歩、刺繍などはいかがですか？」

　とても仕事の部類には入らないものばかりだ。だがひとつ気になったものがあった。

「刺繍？　刺繍は昔、お祖母様に教えていただいたことがあります」

「では、刺繍のご用意をしましょう」

「ほ、本当ですか！」

　ルイゼットの表情がぱっと明るくなる。

「ありがとうございます、ハンナさん」

　満面の笑みで、ルイゼットはお礼を言った。

「私はただ、旦那様のご意向に沿ったまでです」

「あの、それからこれを、ギリウムさんにお願いできますか」

　家族に書いた手紙を、ルイゼットはハンナに渡した。

「お手紙ですね。執事長に渡しておきます」

「よろしくお願いします」

　最初は不安しかなかったここでの生活だが、心の持ちよう一つで、見方も変わる。どん底だと思っていた状況でも、望みを捨てなければ光明は見えてくるとルイゼットは信じていた。






「お帰りなさいませ」

　いつもはただ座ってギルバートを待っているルイゼットが、今夜は彼が部屋に入ってくるなり駆け寄ってきた。

「お帰りをお待ちしていました」

「そんなに待ち遠しかったのか」

　近づいて来たルイゼットの腰を抱き寄せ、体を密着させる。

　彼女の姿を見ただけで、ギルバートの股間は既に反応していた。

「あ、あの、公爵様、ち、違うんです」

　お腹に彼の欲望の塊が当たり、ルイゼットが頬を染める。もう一週間、彼を受け入れているというのに、まだ初心な乙女のような反応を見せる。

　子を孕むための行為ではあるが、彼女にとっても苦痛だけのものではないはずだ。それは彼女の態度からわかる。

　感じすぎるくらいに感じ、何度もギルバートの体の下で達していた。あれは演技でも何でもない。そんな演技ができるとも思えない。

「も、もちろん、お勤めは果たします。でも、その、まずはお礼を申し上げたくて」

「礼？」

「はい。家族のことです。約束を守っていただき、ありがとうございます」

「家族、ああ、そういうことか」

　彼女の意図がわかり、彼は納得して頷いた。

　その日、家族からルイゼットに手紙が届いた。

　手紙を書いたのは父で、そこには家族の近況が記されていた。

　父は新しい仕事が決まり、昨日から働き始めたということだった。新しい勤め先は、食糧を中心に雑貨などを販売する店で、そこで販売と経理を担当することになった。母もその店の主人の知り合いだという医者を紹介してもらい、今日にも往診を受けると言う。だが、ルイゼットはその医者が公爵家の侍医だと知っている。

「ありがとうございます」

「お礼を言うのは早くないか？　仕事は紹介したが、続くかどうかは父親次第。母親の病気も、別の医者が診たところで、治るとは限らない」

「わかっています。でも、父は本来働き者で、真面目な人間なのです。きっと立ち直れると信じています。公爵様が与えてくださった機会を、無駄にはしません。母のことも、治ると信じています。もし駄目だったとしても、やれることをやり尽くした結果なら、それも神様の思し召しです」

　ルイゼットは家族を信じ、望みを捨ててはいなかった。

「それで、その、お礼になるかわからないのですが、これを受け取ってもらえますか」

　彼女は恥ずかしそうに、寝台脇にある机の引き出しから何かを取り出した。

「それは？」

　ギルバートの手に渡されたものは、ハンカチのようだった。彼がそれを手に取り、広げると、そこにはコンティーノ公爵家の紋章である盾と木蓮の刺繍が施されていた。

「ハンナさんに道具を揃えてもらって、昔祖母に教わった記憶を頼りに、刺繍を」

　ギルバートはまじまじとハンカチを見つめた。

「繕い物はよくしていたのですが、刺繍は久しぶりで、上手くできたとハンナさん達は褒めてくれましたが、いかがです？　あの、ご迷惑だったでしょうか」

　無言でハンカチを見つめているギルバートに、ルイゼットは不安げに尋ねた。
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「迷惑ではない。意外だったから驚いただけだ。なかなかよく出来ている」

「本当ですか、嬉しいです」

　褒められてルイゼットは満面の笑みを向けた。

　そんな彼女を見て、ギルバートはすっと目を細め、ハンカチを机の上に置いた。

「ここでの生活を、楽しんでいるようで良かった」

　暫くハンカチを見つめてから、彼はルイゼットの方に顔を向けた。

　自分を見る彼の青い瞳が、熱を帯びていることに気づきはっと息を呑んだ。

「は、はい。皆さんとても親切にしてくれています」

　ただ見つめられているだけなのに、体が熱くなる。

「だが、刺繍以外に、大事な仕事があることを忘れていないだろうな」

「え、あ、はい」

　ギルバートはルイゼットに手を伸ばし、その肩から腕を撫でた。それだけで、彼女の体を快感が走った。

　彼女の反応にギルバートは気を良くし、押し倒してナイトドレスの下から足の付け根に手を伸ばしながら唇を重ねた。

「ん、ふう」

　秘部を刺激され、ぶるりと体が震える。素直な彼女の反応に、唇を離してギルバートはにやりと笑った。

「もう期待して、ここがひくついているぞ」

「や、あ、そんなこと」

　下着をずらして、ひきつる部分に指を入れると、待ち望んでいたかのように締めつけられる。

　恥じらいを見せてはいたが、体はすでに快楽を求めて反応している。

「あ、ああ」

　指を増やしながら入り口付近を突き回すと、頭を後ろに傾け喉を晒した。

　愛液がギルバートの指を濡らし、溢れたものが太ももを伝う。

「やめ、こ、公爵様、ああ」

　立っていられなくなり、ルイゼットは彼にもたれかかった。片手を彼女の中に入れたまま、もう片方の手を背骨に沿って這わせた。

「ハンカチもいいが、感謝しているというなら、その気持ちを体で証明してもらおうか。それが何よりの恩返しだ」

「ん、はあ、ああああ」

　ギルバートの指がルイゼットの敏感な部分を突く。同時に親指が愛芽を弾くと、条件反射で膣壁を収縮させて指を締めつけた。

「いい反応だ。次に何があるか、もうわかっているな。ここはもう期待しているようだが」

　彼は言葉だけで伝える。ただそれだけなのに、ルイゼットの官能を呼び覚ました。






４






「ギルバート、なぜ来なかったの」

　苛立った声が耳に響く。彼は帰ろうとして片付けていた書類から、目の前の女性に視線を移す。

「一緒にお茶をしましょうという伝言は聞いたでしょ」

「今は職務中のため、お誘いはお受けできないと返させていただきましたが、お聞きになりませんでしたか」

　ギルバートは無表情に答えた。その声音は低く、事務的だった。

　忙しいのは本当で、執務室でゆっくりお茶を飲む暇もないくらいなのに、ここから距離がある王女宮まで行って帰ってくる余裕などない。

「何かご用でしょうか、殿下。王女宮のことは私の管轄外です。まずは筆頭女官のデイルゲート殿にお話しください」

　ようやく仕事の目処が立ち、片付けて帰ろうとしていたところだった。退勤時間が迫っている。そんな時、突然前触れも無く、アビゲイル王女が側近の令嬢一人を連れて訪ねて来た。

「アビゲイルよ。アビーでもいいわ。ギル」

「そういうわけには参りません。あなたはこのサルマイーナの王女殿下であり、私は臣下。そのように気安く呼び合うような仲ではありません。これまでも、そしてこれからも」

「もう、私がいいと言っているのだから、気にしなくて良いのに」

　口を尖らせ、瞼をパチパチさせて愛らしい顔を僅かに傾ける。

　後ろに控えている令嬢が、困り顔で彼を見る。彼女は伯爵令嬢で、王女の側近として仕えている。しかし、立場上王女を諫められる者はいない。引き留めようとしたが、王女に振り切られたというところだろう。

　彼女に同情はするが、ギルバートの知るところではない。

「私はあなたとお話がしたいのよ」

「ローハニア国とのご縁談のことでしたら、詳しくは陛下にお尋ねください」

　先日、友好国であるローハニア国から、正式にアビゲイル王女を王太子妃に迎えたいとの手紙が届いた。長年親交を重ねてきた両国だが、年回りの丁度良い王族がいなかった。ローハニア国の王太子はアビゲイル王女の一歳下ではあるが、武芸の腕も立ち、人格も素晴らしい。少し自由奔放のきらいがあるアビゲイル王女には、良き結婚相手だろう。

「私は認めないわ。お父さま達が勝手に決めたことよ」

　プイッと王女はそっぽを向く。

「ローハニアには、テレーゼが嫁げばいいわ。彼女は王太子より年下ですもの、ちょうどいいわ」

　テレーゼとは、彼女の妹。もう一人の王女だ。

「テレーゼ殿下はまだ十四です。それにこれは国同士の問題。あなたも王族なら、ご自身の役割はおわかりでしょう」

　ギルバートは怒りを堪え、諭すように話しかけた。

「ギル、私の気持ち、知っているでしょう。私は」

　王女は緑色の瞳に涙を溜め、ギルバートに手を伸ばした。

「それ以上は口にしないでください。サルマイーナ国の王女として、あなたは責任ある立場で、これからローハニアの王太子妃となる身です。変な誤解を与える言動は、慎まれた方がいいでしょう」

「お、王女様、閣下の仰る通りです。このことを両陛下がお知りになったら」

　勇気を振り絞って、側近の令嬢が声をかける。

「マリーナ、私に逆らう気？」

　王女は波打つ金髪を振り乱し、声をかけた令嬢を怒鳴りつける。

「お父様もお母様も私が本当に望めば、無理には嫁がせないわ。あなたがひと言お父様に言ってくれれば」

「私に、何を申せとおっしゃるのですか？」

「あなたが私の立場や、宰相補佐官としてローハニア国との関係を大事に思っているのはわかるわ。でも、正直になってあなたの気持ちを告げていいのよ」

「私の正直な気持ち……ですか？」

「ええそうよ。あなたが望めば私はいつでも」

「では、今すぐお引き取りください。王女殿下をお連れしろ」

　ギルバートは自ら執務室の扉を開け、側近の令嬢にそう告げた。

「ギル、私は」

「もう一度申し上げます。私はこの国の公爵で、王家に忠誠を誓う一貴族。そしてあなたは八百年続くサルマイーナ国を治める王家の姫。それ以上の関係はありません」

「ギル、私は」

「私のことは、どうぞコンティーノとお呼びください。すみません、ここは大事な書類がたくさんあって、部屋の鍵をかけなければなりませんので、退出願います」

　ギルバートはどこまでも一臣下としての態度を崩さず、王女の媚態も通じない。

　深々とため息を吐いて、彼は時間を見ようと懐から懐中時計を取り出したが、その時一緒に何かが落ちた。

　気づいた彼は咄嗟に床にそれが落ちる前に掴んだ。落ちかけたのは、ルイゼットが刺繍をしたハンカチだった。

「今のは？」

「ただのハンカチです。殿下がお気になさるものではございません。君、王女殿下がたを王女宮までお送りしてくれ」

「承知いたしました、閣下」

　近くに控えていた護衛騎士が、ギルバートの命令に駆け寄ってきた。

「ギル、あなたが部屋まで送ってくれないの？　私はあなたにお願いしたいわ」

「それは私の職務の範疇を超えておりますので、謹んで辞退申し上げます。どうぞ、お気を付けて」

　なおも未練がましくギルバートを見つめる王女に、彼は丁寧にお辞儀をして見送った。

「やっぱりおかしいわ」

「何がでございますか？」

　ギルバートに追い出されたアビゲイルは仕方なく、廊下を自分の宮に歩きながら呟いた。

「あの仕事の虫と評判のギルが、ここ最近定時に帰っているのよ」

「公爵家のご当主様としての職務もおありになるでしょうし」

「いいえ、彼は当主の座を引き継いだばかりの時も、遅くまでここで仕事をしていたわ」

　伯爵令嬢の言葉を、彼女はあっさりと否定する。

「いつもの彼らしくないわ。それに、さっき彼が落とし掛けたあのハンカチ……」

「ハンカチなど、大抵の者が持ち歩いているのではないですか」

「ただのハンカチではなく、刺繍がしてあったわ」

　それは女の勘と言っていいだろう。これまでも彼は自分に対して、一線を引いた態度を見せていた。それは今日も変わらないが、いつもは我が儘な彼女を諭す程度だった。しかし、今日の彼はそれに加え、どこか心ここにあらずと言った感じだった。

「殿下、閣下に構うのはおやめください。殿下はもうすぐ嫁がれる身なのです。他の殿方に懸想しているなどと知られたら、どうされるのですか」

「だからと言って、彼をこのまま諦めたくない。私はまだ望みを捨ててはいないわ」

　ギルバートの部屋の方を見つめた王女の緑の瞳には、揺るぎない決意が宿っていた。






「まったく、王女にも困ったものだ」

　王女がギルバートに思わせぶりな視線を送り、媚びを見せるのは初めてのことではなかった。

　お茶の誘いも初めてではない。今夜に至っては、執務室に押しかけるという暴挙だったが、これまでの距離感を持って接すれば、特に問題はない。

「お陰で帰りがいつもより遅れた」

　少し冷たすぎたかと思ったが、アビゲイル王女にはあれくらいはっきりと言う必要があった。

「もう十七で、結婚も控えているというのに、まるで違うな」

　彼が思い浮かべているのは、もちろんルイゼットのことだった。

　ほんの思いつきで、彼女を「愛人」として雇った。

「愛人」という者は、コンティーノ公爵家には昔から存在した。

　自らの肉体を武器に、男を虜にさせて金品を強請ねだる。身分の高い者の愛人になっただけなのに、自分もその身分になったかのように勘違いし、横柄に振る舞うようになる。

　彼女もそうなのかと、試すようなことをした。

　家族のために、良く知りもしない貴族の愛人になろうなどと、その真意は本当に家族のためだけなのか。









　父親の罪を見逃すのと引き換えに、自らの体を差し出した家族への責任と愛情が本物かどうか。化けの皮はいずれ剥がれるだろう。そう思っていた。

　フェリペ達から聞く彼女の言動は、思っていたものとは違った。彼女は使用人達にも丁寧に接し、謙虚さを失っていない。父の愛人達とは大違いだ。

「お願いがある」と言いだし、本性を顕したと思いきや、『家族に手紙を書きたい』『昼間何かできることはないか』などと予想外の言葉を口にする。家族への支援は全てフェリペに任せてあった。朗報を聞いて、彼女は心の底からの笑みを向けた。泣き顔や困った顔、イく時の顔は見たが、あのような表情を見せられるとは思っていなかった。

　満足に食べていないせいでやせ細ってはいたが、刺激に敏感で感じやすく、男を虜にする魅力的な体だった。

　ギルバートが楔を打ち込めば、離さないとでも言うようにその身に抱き込む。

　最初の夜、彼女が気を失ってくれて助かったのは彼の方だった。

　もし彼女が意識を手放さなかったら、初めてだというのに激しく求めていただろう。

　気を抜くと、すぐに持って行かれそうになる。それほどに、彼女の中は気持ちが良かった。

　家族を守ろうとする必死さが、全身から伝わってくるようだった。

　細い体にも関わらず、ギルバートを受け止め食らいついて離さない。少しでも早く帰って、彼女に触れたい。

　もちろん仕事の手は抜かない。

　両親のように、情欲に身を任せ溺れるつもりもない。

　そのうち飽きてしまうかもしれないと思いつつ、今はただ彼女がほしかった。

















第五章　変わるもの　変わらないもの












１






　その日、公爵の帰りはいつもより少し遅かった。

　待っていると、時間の流れがとても遅く感じる。初めての夜も同じように感じたが、あの時はこれから起こることにただ不安だけを抱えていた。だが今、彼を待つ自分の気持ちは、その時とは少し違っていることにルイゼットは気づいていた。彼と過ごす時間が、とても居心地の良い物に感じ始めていた。

「今夜は遅いのね」

　帰りを待ちわびる気持ちが募り、つい口から溢れたルイゼットの言葉を聞いて、ハンナ達は最近が特別だっただけで、以前はもっと仕事で遅くなることは普通だったと教えてくれた。

「他の方にもそうだったのですか？」

「他の方ですか？」

「はい、公爵様の他の……愛人方です。彼女達も同じだったのですか」

　以前何か自分に出来ることはないかと尋ねた時、ハンナは他の愛人達がどうやって過ごしていたか教えてくれた。

「ギルバート様に愛人がいらっしゃったことなどございませんよ。前の旦那様、ギルバート様のお父君には代わる代わる、時には一度に二人以上のお相手がいらっしゃいましたが、ギルバート様には、ルイゼット様が初めてです」

「わ、私が、初めて？」

　聞いた話に驚いた。

「お仕えする方のことを悪く言うことは倫理に反しますので、あまり多くは申せませんが、前の旦那様のお相手の方々とルイゼット様は、比べものになりません。ルイゼット様の様な方は初めてです。ギルバート様にとってもルイゼット様は特別な方とお見受けします」

「そ、そうなのですか」

「ええ。それにそのように心配りされるのも、今までの方では考えられません」

　ハンナはルイゼットが針を刺し、刺繍したハンカチのことについて語る。

　盾と木蓮の花は、コンティーノ公爵家の紋章。そこにギルバートのイニシャルを加え、二日で仕上げた。初めてにしては上出来だと、ハンナ達は褒めそやしてくれたが、子供の手習いに少し毛が生えた程度の出来映えだと自分では思う。

　それでもせっかくなので、お見せしてはと言われ渡したのだが、気に入ってくれたかどうかは怪しい。彼なら熟練の職人が仕上げた立派な物を、いくらでも買える。わざわざ素人が作ったものなど、喜ぶはずがない。

「旦那様がお帰りになりました」

　ギリウムがそう告げに来たので、いつものように彼の仕度が調うのを待つつもりでいたが、彼はすぐに部屋にやって来た。

「皆、下がれ」

　低い声で彼が命令すると、皆が頭を下げて出て行き彼と二人になった。

　彼女は椅子から立ち上がると、入り口で立ったままのギルバートにそっと近づく。

「あの、公爵様？」

　具合でも悪いのだろうかと、心配そうに彼に声をかける。

　彼は大股で歩いて来て、彼女の腰を掴んで抱き寄せた。

「あ、あの、こうしゃ」

「ギルバートだ。二人の時は名前で呼べ、ルイゼット」

　彼は切なげな声で、彼女の名を口にした。

　出逢ってから初めて、彼は彼女の名前を口にした。

「私の名を呼んでみろ、ルイゼット」

　再び彼が名を呼んで、腰から臀部、そして背中を壊れ物のように優しく撫でる。正面から彼女の顔を覗き込み、彼女の唇が自分の名を紡ぐのをひたすら待っている。

「ギ、ギル、バート？」

　躊躇いがちに、何故か疑問形で呼ぶと、彼は満足そうに口角を上げた。

「そうだ。今、君を抱いているのは私だ」

　わかりきったことを言うなと思いながら、ルイゼットは「そうですね」と答えた。

「君の肌を撫で、唇を這わせ、膨らんだ蕾を口に含むのも、その肌に印を刻むのも、そして楔を打ち立てその腹の奧に精を放つのも、私だ」

　彼に初めて抱かれてから、すでに十日近く経っている。その間、ずっと行ってきた行為ではあるが、耳から言葉でそう聞かされると、恥ずかしいと思うのと同時に、脚の付け根が疼き、胸の頂が張り詰めた。

「真っ赤だぞ。もう何度も交わっているというのに、まだ恥ずかしいのか」

　赤くなった耳を見て、そこに触れながら彼は楽しそうに言った。

「あん」

　思わず声が漏れた。蜜口の辺りが切なげにきゅんと引きつり、ルイゼットはギルバートにもたれかかった。

　逞しい胸に寄りかかり、彼の鎖骨辺りに額を擦り付けると、下腹部に硬い物が当たる。既に彼が欲望を昂ぶらせているのがわかり、ルイゼットの体が震えた。

「どうした？　ルイゼット」

　耳に熱い息が吹きかけられただけで、彼女の体は欲情に支配され、乳首が勃ちお腹の奧から蜜が湧き上がった。






「ルイゼット、後ろを向いて」

　言われたとおり後ろを向くと、開いた口から舌が射し込まれ絡みついてきた。

「ん、ふ、んん」

　衝撃が体を貫き、口を塞がれたままルイゼットは達した。背中を仰け反らせて腰を浮かし、咥えた彼の指をぎゅーっと絞り込んだ。

「上手にイケたな」

　ギルバートは幼子をあやすように、囁きながら彼女の髪を撫でる。

　そんな風に優しくされて、ルイゼットはお腹の奧がキュンキュンと疼き、また指を締めつけた。

「なんだ、もっとほしいのか？　まったくこんな風に淫らになって、一体誰が君をこんな体にしたんだ？」

「こ、こうしゃ……ギルばあと」

　痺れる頭でか細く答える。彼によって体に教え込まれた快楽が、満たされない部分に刺激を求め彼女を苛んだ。

「そんなに締めつけて、何がそんなにほしいんだ」

　もっと奧への刺激がほしくて、無意識に膣壁が収縮し、指を奧へと誘い込もうとする。

「言ってみろ。何がほしい？　どうしてほしいのだ、ルイゼット」

「や、あああ」

　耳朶を噛まれ、舌先が耳の穴を犯す。唾液のビチャビチャという音が耳に響き、彼女の脳髄を刺激した。

「言ってみろ、この先はどうしてほしいのか」

「や、やめ、いじわる、しないで」

　突っ込んだままの指が、中で暴れ回る。

「意地悪？　何がほしいか尋ねているだけだ。言わないとわからない」

「あ、ああああん」

　敏感になった愛芽をぎゅっときつく摘ままれ、絶叫を上げる。全身が張り詰めた弦のようになり、頭が真っ白になる。

「こんなに感じて、そんなに良かったか」

　ピクピクと体を痙攣させながら、ぐたりとギルバートに寄りかかる。とろりとした蜜を溶かしたような瞳が、彼の姿を映す。

　お腹の奧が切なく疼き、満たされない想いがルイゼットを苛んだ。

「……ださい。ギルの、ぎるばあとの、ほしい」

　それを言うのが精一杯だった。とにかくこの熱を何とかしてほしい。体の奥を、彼の物で掻き回してほしい。

「今回は、それで勘弁してあげよう。私も限界だ」

　彼女の中から指を引き抜くと、腰を掴んで彼女を持ち上げる。膝立ちになった彼女の蜜口に、先端が当たったかと思うと、既に指で解された彼女の中へと一気に腰を打ち付け突き立てた。
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「あああ」

　ルイゼットは思わず嬌声を上げた。ギルバートに腰をがっしりと掴まれているため、逃げることも出来ない。

　初めての体勢で、これまでと違う深い部分に突き刺さる彼の陰茎が、彼女の中で大きく脈打つのがわかる。

　ギルバートが腰を突き出し、更に奥を突く。

「だ、だめ……ああ」

「駄目とは言わせない。君に拒否権はない。私の子種をしっかり受け止めろ」

　ただ子を作るためだけの行為。子を成してきた者も、獣達だって行ってきた行為。

　そう割り切っていたのに、ギルバートとの体の関係を重ねていくうちに、それだけでない別の感覚がルイゼットに生まれ始めていた。

　乳房を包まれ、先端を摘ままれる度、口に含み熱くざらついた舌で先端を転がされる度、体中に震えが走り、頭が真っ白になる。

　そして最初はとても無理だと思った彼の陰茎を、何度もその身に受け入れている内に、もっとほしいと体が疼くようになった。
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　初めてギルバートがルイゼットの名前を呼んだ翌日目覚めると、「見せたいものがある」と言って、彼はルイゼットをある場所へ連れて行った。

　そこは使わなくなった置物や、美術品等を収めている部屋だった。

「これだ」

　彼が見せたのは、彼女に似た女性が描かれた絵だった。

「これは、まさか」

「そうだ。君の祖母。パトリシアだ。ブーヴィエ伯爵家が没落したのち、所蔵されていた美術品や家具も纏めて私の祖父が買い取った。これは多分、彼女が成人を迎えた年に描かれた物だろう」

　今のルイゼットより少し若い祖母が、柔らかく微笑みこちらを見ている。純真無垢な箱入り娘そのものだ。

　祖父と恋仲になり、駆け落ちするような大胆さがあるようには見えない。

「私の祖父と彼女は、家同士の繋がりで将来は結婚する予定だった」

「え、そうなのですか？」

　祖母にそんな相手がいたことは知っていたが、それが彼の祖父だったとは知らなかった。

「だが、彼女は家庭教師の男性と駆け落ちし、ブーヴィエ伯爵は祖父を気遣い、駆け落ちするような娘は、娘とは思わないとさっさと縁を切ってしまったそうだ」

「祖母が貴族だったということを聞いたのは、祖父が亡くなってからでした。祖父との馴れ初めや、祖父と想いを交わしたことを懐かしんで、祖父の死後は寝物語に良く話してくれました。祖父との愛を貫き、結婚したことは後悔していないけれど、両親と和解できなかったことを悲しがっていました」

「愛か。見ることも触れることも出来ない。そんな物を尊重し、何になる。祖父と結婚していれば、一生楽に暮らせたというのに、何を好き好んで平民と駆け落ちなどするのか、まったく理解出来ない。祖父もさっさとこんな肖像画など捨ててしまえば良かったのに、なぜ未練がましく遺しておいたのだろう」

　ギルバートは眉根を寄せてそう言うが、ルイゼットは彼の祖父の気持ちが何となくわかる気がした。

「でも祖父母はとても幸せそうでしたよ。昔も生活は決して楽ではありませんでしたが、笑いは絶えませんでした。部屋が狭いので、いつも誰かと一緒にいて、良く祖父母の寝台に潜り込んで、眠くなるまでたくさん話をしました」

「笑いが絶えない……そんな生活があるのか？」

　ルイゼットの話を聞いて、ギルバートは不思議そうな顔をする。

「確かに、お金があれば大抵の問題は解決します。でも、愛する人がいる生活は、心をほっとさせてくれます。少なくとも、私の家族はそうやって支え合って生きてきました」

「だから君は、父親を助けるために私の提案を受け入れ、自分を犠牲にしたのか」

　家族のために、我が身を賭す。そんなことが出来たのも、すべて家族への愛だというのか。

「犠牲……とは少し違います。少なくとも、私はそうです」

「犠牲ではない？」

「はい。うまく言えませんが、私は犠牲を強いられて、愛人という立場を受け入れたわけではありません。すべて私の選択です」

「悔いてはいないというのか？」

「私が後悔しているように見えますか」

　ルイゼットは真っ直ぐにギルバートを見上げた。

　人はやましいことがあると視線を逸らすから、目を逸らすなと彼は最初に言った。

　だから、ルイゼットは真っ直ぐ彼の瞳を見た。

　彼はルイゼットが話す家族との絆を、理解出来ない様子だった。

　ギリウムやハンナから断片的に聞いた彼の両親の話を繋ぎ合わせると、彼が家族から愛情を受けずに育ったのがわかる。

　貴族社会では決して珍しいことではないらしいが、ルイゼットが父の免罪を嘆願し、その代わりに愛人になることを承諾したのも、きっと我が身可愛さの打算か何かだと思ったのだろう。

「わからない。人の心は……自分の心さえはっきりわからないのに、自分以外の人間の気持ちなど、わかるわけがない」

　そう話す彼の表情には、どこか不安げで心細さが滲み出ていた。

　身分もあってお金もある。恵まれた境遇、恵まれた容姿。完璧に見える彼にも、何か欠けているものがある。

　自信に溢れた彼より、そんな彼の表情が、ルイゼットの心を騒がせた。
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「それは本当なの？」

　アビゲイルは、たった今聞いた話が信じられず、報告した護衛騎士に問い返した。

「残念ながら、真実です」

　しかし相手は揺るぎなく答える。

「公爵家の門番に確認しました。公爵は、その平民の娘を馬車に乗せ、屋敷に招き入れたそうです」

「それだけでは、まだわからないわ。あのハンカチを刺繍したのがその娘かどうか」

　アビゲイルはギリギリと爪を噛み、自分に言いきかせた。

　しかし、直感が告げている。何かがおかしいと。だから彼女は、ギルバートの周りを探らせた。そしてその結果が、どうやら彼が別邸に女性を囲っているというものだった。

　あの時、ギルバートの胸元から落ちかけ、一瞬だけ見えたハンカチには刺繍が刺してあった。

　ただのハンカチだ。

　でも、アビゲイルの目に触れさせまいとするかのような、慌てた彼の様子が気になった。

　それだけではなく、ここ最近彼の退勤時間が早くなっていた。決して仕事をさぼっているわけでも、手を抜いているわけでもないことは、周りから聞いている。そもそもそんなことが出来る彼ではない。姿形も好みだが、真摯に仕事と向き合う有能な彼が好きだ。

　彼はこれまで、女性とは一定の距離を置いていた。誰も特別な人はいない。誰も彼の特別にはならないと思っていた。

　でも今の彼は、明らかに今までの彼と違う。何かが、誰かが彼の人生に割り込んできている。

「その娘のことを調べて。どこの誰か、どんな人物か」

「しかし、殿下、調べてどうなさるおつもりですか？」

「いいからあなたは言われたとおりにしなさい！　私の護衛騎士でしょ！」

　金切り声で叫ぶと、護衛騎士は直ちにと言って、走り去って行った。

「ギルバート、駄目よ。あなたはその娘に騙されているのよ。私が、私こそがあなたに相応しい。あなたの目を、今すぐ覚ましてあげるわ」






　名前を呼び合うようになってから、二人の関係は変わった。

　ギルバートと彼女は、朝食を供にするようになった。

　夕食も、時間の許す限り一緒に食べた。

　図書室やテラス、中庭など、屋敷内で彼女が出入りできる場所が増えた。

　そして一番変わったのは、夜の関係だ。

　相変わらず、ギルバートは情熱的にルイゼットを抱いた。

　欲望の滾った肉棒を突き立て、子種を注ぎ込んだ後、それまでならすぐに彼女を残して自室に引き上げていた。

　なのに、あの夜からは行為が終わった後も、彼女を抱き寄せてそのまま朝を迎えるようになった。

　どういった心境の変化なのかわからなかったが、彼のその行為を、ルイゼットは拒まなかった。彼女もそれを好ましく思い、心地良いとさえ感じていたからだ。

　だが、この国の王女が他国の王太子と婚約を結ぶこととなり、そのために使者がやってくるらしく、それを迎える準備で宰相補佐官の彼も忙しいそうだ。

　毎日夜中過ぎに帰宅し、朝も陽が昇る前にはもう王宮に出仕していた。

　たとえ妻であっても、夫の仕事について口を出すべきではないとわかっている。愛人でしかないルイゼットが、会う時間が短くて寂しいなどと口が裂けても言えない。

　ルイゼットは、彼の子を産むためだけにここにいるのだから。

　それでもルイゼットは、誰に言われたわけでもなく、出来るだけ起きて彼を待っていた。

　険しい顔で帰ってきた彼が自分を見て、ふっと強張った顔を緩めたように思うのは、気のせいかもしれないが、それくらいしか出来ることがなかった。

「そろそろかしら」

　刺繍をしながら中庭にある椅子に座り、自分の下腹部に手を当てる。彼に初めて抱かれてから、今日で約一ヶ月。いつもならそろそろ月のものが来る頃だが、まだ来ていない。もしこの先も来なかったとしたら、どれくらいで妊娠したことがわかるのだろう。

　生まれてくるのは、どんな子供だろう。

　今さらながら、もし子供が出来ていたとして、生まれた子と二度と会えないとしたら、果たして耐えられるだろうかと思うようになった。

「あ、あの」

　そんな彼女に声をかけた人物がいた。振り返ると、コンティーノ家の門番の男性だった。

　確か名はバスターだ。

「何でしょうか」

「これを預かった」

　バスターが近づき、手に持っていた手紙をルイゼットに見せる。

「手紙？」

　表に「ルイゼットへ」と書いてある。

「あんた、ルイゼットって言うんだろう？」

「はい」

「じゃあ、渡したから」

　そう言って彼は彼女の手に手紙を押しつける。

「あの、これはどなたが？」

「さあ、知らない男だ。名前も言わずに去って行った」

　どうやらルイゼットは彼に嫌われているらしい。ここへ持ってくるのも面倒なのに、せっかく持って来てやったのにと、とブツブツ文句を言いながら戻っていった。

「誰かしら」

　差出人の名前は無い。

　父親だろうか。

　彼女がここにいることを知る者は、父しかいないのだから、そう思ったのは当然だ。

　けれど、筆跡は父親のものではなかった。

　何か不吉な予感がして、恐る恐るルイゼットは手紙に目を通した。

「な！！！！」

　手紙を見て、ルイゼットは心臓が止まりそうになった。

「な、なに、これは……」

　手紙を持つ手が震える。琥珀色の瞳を大きく見開き、彼女は一文字一文字を確かめるように、もう一度手紙を確認する。

『ルイゼットへ

　お前の弟、ルークを返してほしければ、一人で今すぐその邸から出てこい。そして迎えの馬車に乗れ』

　手紙にはそう書いてあった。ご丁寧に、封筒には髪の毛がひと房入っていた。ルイゼットと同じミルクティーブロンドの髪。弟のルークのものだと直感で悟った。

「ル、ルーク」

　ガタガタと震えがルイゼットの体を襲う。呼吸が苦しくなり、とっさにドンドンと胸を叩いた。

「ルーク……ルークを助けないと」

　誰がルークを攫ったのか。ルイゼットを呼び出して、どうしたいのか。そしてなぜルイゼットがここにいることを知っているのか。

　冷静に考えればおかしいことだらけだが、ルイゼットはルークを探さないとという想いに支配されていた。






４






「王女殿下、お呼びとのことですが、どのようなご用件でしょうか」

　ギルバートは声に棘を含ませ、忙しい最中、己を王室専用の庭にある東屋へ呼び出した相手に話しかけた。

「ギルバート、やっと来てくれたわね」

　呼び出した張本人、アビゲイル王女は誰をも魅了してきた笑顔で彼を出迎えた。

「何度も申し上げておりますが、このようなことは今回限りにしていただきたい。あなたは一国の王女で、近く婚姻が決まる大事な御身。軽率な行動は評判を落とします。次は両陛下に報告いたしますよ」

　やることが山積みで、後から後から問題が湧いてくる。

　なかなか片付かない書類の山を見て、ギルバートはうんざりしていた。

　仕事の量だけではなく、ここ数日、ルイゼットの顔をまともに見ていないことが、彼を苛立たせていた。

　以前はたとえ真夜中近くなったとしても、ここに泊まり込むことになったとしても、気にはならなかった。帰っても、使用人以外誰が待っているというものでもなかったから。

　あまりに帰りが遅いと、妻に文句を言われると、誰かが愚痴るのを聞いたことがある。

　ルイゼットは、きっとそんなことを言わないだろう。それを言う立場ではないと、弁えているだろうから。

　だが、彼女になら一度そう言ってもらいたいと、馬鹿なことを考えた。

　彼女はどんなに帰りが遅くても、彼が部屋を訪れると必ず微笑み、文句を言わずにただひと言「お帰りなさい」と声をかける。

　その笑顔を見てそのひと言を耳にすると、ようやく家に辿り着いたのだと、ほっとする。たとえその日は彼女を抱かずとも、ただその柔らかい体を抱きしめるだけで、ギルバートは深い眠りに就くことができた。

　少しでも早く仕事を終わらせ、一分一秒でも早く帰りたい。

　そんな気持ちに自分がなるなど、思いもしなかった。

　なのに、このように仕事の途中で呼び出され、ますます苛立ちが募る。

　いつもはたとえ王女からの呼び出しであっても、仕事を理由に応じないところだったが、今日は最後にひと言「呼び出しに応じなければ、大事なものを失うことになる」などと、脅迫めいた言葉を使者が口にしたからだ。

「どうぞ、おかけになって」

　王女は空いたもう一つの席を示すが、彼は東屋を一歩出た場所で微動だにしない。彼女は側近をすべて声が聞こえない位置まで下がらせており、尚更側に近づくわけにはいかない。

「ご用件をお聞かせいただきましたら、すぐに戻ります。来週にはローハニア国からの使者が参ります。その出迎え準備がまだ残っていますので」

　あなたの婚姻の準備だと、暗に含んでそう言うと、王女は一瞬顔を曇らせた。

「つれないのね。私がこのまま別の殿方に嫁いでも構わないの」

「サルマイーナの国民として、両国の更なる友好のため、大変悦ばしいことと存じます。どうか立派な王妃となられますよう、お祈り申し上げます」

　ギルバートはこれまでと何ら変わらぬ態度を崩さず、彼女に応対した。

　世間では、王女のギルバートに対する執心は公然の事実となっている。ギルバート自身はまったくその気もないのに、些かどころかかなり迷惑な話だ。

「両陛下も、殿下の軽率な行いについてどう思われることか」

「お父様達のことは関係ないわ。そうやって私を含め、女性にはまったく興味ないという態度を取っていたのに、一体どういうことなの」

　ガタンと椅子を倒し、王女が勢い良く立ち上がった。

「どういうこと、とは、何を仰りたいのでしょうか？」

　ギルバートが僅かに眉を動かす。

「知っているのよ。あなたが身分の卑しい女を囲っていることを」

「身分の、卑しい女？」

　今度はすっと目を細める。

「あなたは騙されているのよ。あんな女、あなたの地位と財産を狙っているだけよ。どんな手を使ったのかわからないけれど、そんな女の色仕掛けに騙されてはだめよ。目を覚まして、あなたのことを誰よりも思っているのは誰か気づいて。純粋にあなたのことを愛しているのは、私よ。だから」

「殿下が何を誤解されているのか存じませんが、私は、私の地位や財産を狙うような者を側に置いたりはしません。色香に惑わされ騙されているなどと、侮辱するのはおやめください」

　どうやって王女がルイゼットのことを知ったのかはわからないが、敢えて言わなかっただけで、彼女の存在を秘密にしているわけでもなかったので、バレても問題は無い。

　だが、ルイゼットを金目当てのアバズレのように言われたことが、彼の逆鱗に触れた。

「いくら殿下とは言え、私生活に口出す権利はございません。行き過ぎた干渉は迷惑でございます」

「め、迷惑？」

「さようです。国と王室に忠誠を誓った臣下として、これまで礼を尽くしてきたつもりです。陛下方のことは、人としても尊敬しております。そのお二人のお子様であられる殿下にも、敬意を表して参りましたが」

「迷惑ですって、あなた、私が王女だから、本当は気になっているけれど、口に出せないだけでしょ。どんな身分の令嬢でも望めば手に入るあなたが誰も寄りつかせなかったのは、唯一あなたより身分の高い私のことを慕っていたからでしょ」

　頬を引きつらせ、目を大きく見開いた彼女はギルバートに問い質した。

「私は殿下のことを仕える王家の姫君以上に思ったことはございません。それはこれからも同じです」

「そんな……では、あの娘は？　私とその娘の何が違うの」

「それは私の問題です。お話しが以上であれば、失礼してよろしいでしょうか」

　ギルバートはこれで王女の自分に対する執着も無くなるだろうと、内心ほっとして深々と頭を下げてから踵を返した。

「あなたが私のものにならないのなら、誰にもあなたを渡さないわ！」

　立ち去ろうとするギルバートの背中に向かって、王女が叫んだ。

「どういう意味ですか？」

　顔だけわずかに振り返り、鋭い視線を王女に向けた。

「言った通りよ。あの娘には、消えてもらうわ。ちょうどあの娘のことをほしがっている男がいたようだから、その男に彼女の居場所を教えてあげたら、喜んで迎えに行くと言っていたそうよ。今頃はもう連れ出している頃かしら」

　勝ち誇ったように、王女は笑った。

「何ですって？」

　王女が放った言葉に対し、ギルバートは眉をしかめ剣呑な空気を放った。「氷の公爵」と称されるギルバートの、血まで凍り付かせるような冷たい眼差しに、王女は生まれて初めて身が震えるのを感じた。






　ふらふらと、ルイゼットは門に向かって歩いて行った。

　門番がルイゼットを睨み付ける。

「出て行くのか」

　男が声を掛けるが、ルイゼットは門の外に手紙に書いてあった馬車がいないか探すのに必死で、それには答えなかった。

　人が通る用の小さい方の門から、彼女は通りへと出る。

「チッ、無視かよ」

　男が舌打ちと共にそう言うのと、茶色い何の変哲もない馬車が近づいてくるのはほぼ同時だった。

「ルイゼット、迎えに来たぞ」

「あ、あなたは」

　目の前で停まった馬車の扉が開き、中から顔を出したのは、彼女の良く知る人物だった。

「ハリー、ど、どうして？　まさかあなたが……」

　あまりにタイミングが良すぎる。もしかして、彼があの手紙を寄越したのだろうか。

「話は馬車に乗ってからだ。ここは人目に付く」

　彼は門番の方を気にしている。

「さあ早く」

「あ」

　腕が伸びてきて、ぐっと引っ張られ、よろめいて膝を打った。

　彼女が馬車に連れ込まれると、バタンと扉が勢いよく閉まり馬車が走り出した。

「きゃあああ」

　ドンッと座席に突き飛ばされ、ルイゼットは悲鳴を上げた。

　なぜ彼がここまで来たのか、本当にルークを攫ってあの手紙を寄越したのが彼なのか、ぶつけて痛む肘を押さえながら、ルイゼットはハリーを見た。

「どうしてかって、ある人が教えてくれた。俺とルイゼットが結ばれる運命だとね。俺があんなに良くしてやっていたのに、何の挨拶もなしに、いきなり仕事を辞めてしまうんだもんなぁ」

　その口調は淡々としているが、怒気をはらんでいるのがわかる。一体誰が彼に教えたのだろうか。

「ちゃ、ちゃんと辞めることはあなたのお父様に伝えました。市場の責任者は彼なんですから、問題は無いはずです」

「ずっと前から俺の気持ちは知っているはずだ！　俺に黙って消えるとはどういうことだ！」

　バンッとルイゼットの座る座席近くを蹴り上げて、ハリーは怒鳴りつけた。

「きゃあ」

　その狂気じみた怒声に、彼女は縮み上がった。

「俺を無視して貴族の慰み者になるなんて、一体どういう了見だ！　金か？　嫁にしてやるとか上手いことを言われて、ホイホイと股を開いたのか？」

「や、やめて、離して」

　彼は前のめりになると、彼女の肩を掴んでゆさゆさと揺さぶった。

「綺麗な服を着せられて、自分も貴族になった気になったか？　俺がずっと狙っていたのに、くそやろうが、貴族だからって何をしてもいいのか、ルイゼットは俺のものだ」

「や、やめ……」

　肩を掴まれ、馬車の壁に押しつけられて逃げ場が無くなったところに、唇を奪われた。

　ルイゼットは抵抗して、覆い被さる彼の唇をきつく噛んだ。

「クソが！　いい加減にしろ！」

　バシッと、ハリーは思い切り彼女の頬をぶった。

　ハリーは噛まれて出た血を袖口で拭う。

　ちょうどその時、馬車が停まった。

「お前はもう、俺の物だ。諦めてさっさと俺の言うとおりにしろ！　弟がどうなってもいいのか」

「ルークはどこ！　あの子に何かあったら、ただじゃすまさないわ」

「お前に何ができる。大人しく俺のものになるなら、弟は解放してやるよ。さっさと降りろ」

　扉が開いて、ルイゼットは手首を掴まれ引きずり降ろされる。そこは周囲に何も無い一軒家だった。

「兄さん」

　馬車が停まったすぐ前の建物から、ジェシカが出てきた。

「なによあんた、そんなドレス、私だって持っていないわ」

　ジェシカは馬車から降りたルイゼットの上等なドレスを見て、金切り声を出した。

「ルイゼットのくせに生意気ね」

「落ち着けジェシカ、このドレスはすぐに脱がせてお前にやる」

「本当！　嬉しい、こんなのあんたには似合わないわ、ルイゼットなんていつもみたいに薄汚れた服で十分よ」

「ほら、さっさと中に入るぞ」

「痛い、離して、ルーク、ルークはどこ？　あの子は無事なの、あの子に会わせてルーク、ルーク！」

　建物の中に入ると、ルイゼットは弟を探そうと必死に叫んだ。

「ルーク、ルークうるさいわね、あんたの弟なら中にいるわ」

「や、離して、痛い」

「鬱陶しいわね。いい加減黙りなさい」

　入ってすぐの部屋に連れ込まれると、その中に置かれているソファの上に横たわるルークを見つけた。

「ルーク、ルーク、お姉ちゃんよ……どうして起きないの」

　呼びかけてもルークは起き上がろうともしない。ルイゼットはハリー達を見て問い質した。

「薬で眠っているが、生きている。ほら、さっさとこっちに来い」

　反対側の壁に沿って小さな寝台があり、ハリーはその上にルイゼットを突き飛ばした。

「ルーク」

「おっと、そのまま動くな。大人しくしていれば、弟は無事に帰してやる」

　ハリーが、ルークの側に行こうとするルイゼットの前に立ちはだかる。

「何が目的？　私に何をしろと？」

「わかっているだろ？　まずはそのドレスを脱げ」

「そうよ、さっさとそれを私に渡しなさい」

　二人はルイゼットに詰め寄る。

「弟に危害を加えられたくないなら、さっさとしろ」

　苛ついて怒鳴り散らすハリーを睨み付け、唇をきつく噛みしめながら、ルイゼットは黙ってローズ色のドレスを脱いだ。

「ほら、ジェシカ、さっさと持って行け」

　脱いだドレスをルイゼットの手から奪い取ると、ハリーはそれをジェシカに渡した。

「わあ、素敵、こんなの私の周りは誰も持っていないわ」

　ドレスを手に取り、ジェシカは満足そうにうっとりとその生地を撫でる。

「どう？　私の方が似合っているでしょ？　貧乏人は貧乏人らしく薄汚れたボロを着ていればいいのよ。ドレスなんて贅沢だわ」

　ジェシカは下着姿になったルイゼットをあざ笑ってから、廊下の方へ出ていった。

「ドレスは渡したわ。ルークを」

「まあ待て、お楽しみはこれからだ」

　下着姿になり腕で体の前を隠すルイゼットを、ハリーは舐め回すように眺める。

「下着も脱げ」

「な！」

「さっさとしろ！　弟を助けたいんだろ」

　ハリーはルイゼットの下着に手を伸ばし、その生地を引き裂いた。

「やめて！」

「ちょっと、あんた達誰よ！」

　ルイゼットがハリーの手から逃れようと叫ぶのと同時に、廊下の向こうでジェシカが金切り声をあげるのが聞こえた。

「きゃあ、ちょっと、勝手に入ってこないで」

「なんだ？」

　ハリーも扉の向こうの様子に気づき、そちらを振り返った。

　ドタバタと大勢の靴音が聞こえ、誰かが叫ぶ声が聞こえたかと思った瞬間、扉がバンッと勢いよく開いた。

「ルイゼット！」

　髪を振り乱したギルバートがそこに現れた。

「誰だ！」

「ギルバ……」

「きさまぁ」

　ギルバートはルイゼットが下着姿で襲われそうになっているのを見て、瞬時に怒りを爆発させこちらに向かって突進してきた。

「誰だお前は、ぎゃあ」

　彼のあまりの速さに、ハリーは防御することも出来ず、ギルバートが放った拳を顔面に受け、勢い余って壁に飛んだ。拳がめり込んだ瞬間、ポキリと何かが折れた音が聞こえた。

　壁に背中を預け、ハリーは足を伸ばして座ったまま気を失ったようだ。

「ギル……」

　なぜ彼がここにいるのか、状況が理解できないでいるルイゼットを振り返ったギルバートが、彼女の元へ駆け寄る。

「ルイゼット、大丈夫か」

「ギルバート、お前、闇雲に突っ込むな」

　扉の向こうからまた別の男性が現れる。

「見るな」

　ギルバートが叫び、彼と下着姿のルイゼットの間に壁を作る。

「し、失敬」

　男性は事態を把握すると、慌てて視線を逸らした。

「これを」

　ギルバートが自分の上着を脱いで、ルイゼットの肩にかける。彼女を包み込んだその温もりが、ルイゼットを我に返らせた。

「ルーク、ルーク、大丈夫？」

　ルイゼットはギルバートの上着を巻き付け、ソファに横たわる弟の元へ駆け寄ろうとした。

「ルイゼット、どうした」

「弟が、私の弟の……ルーク」

　寝台から落ちそうになる体をギルバートが支える。彼女はその向こうに居るルークへと手を伸ばした。

「落ち着けルイゼット」

　上着ごと彼女の体を包み込むように抱きかかえ、ギルバートはルークの元へルイゼットを運ぶ。

「君の弟か？」

　ルイゼットと同じ髪色をした、あどけない寝顔のルークを見て、ギルバートが尋ねた。

「そうです。ルーク、起きて、ルーク、お姉ちゃんよ、ルーク」

　必死で叫ぶが、ルークは目を覚まそうとしない。しかし閉じた瞼がピクピク動き、寝返りを打ったので、生きているとわかった。

「大丈夫、眠っているだけだろう。念のため医者に診てもらおう、フレデリック、この子を頼む。何か薬を飲まされ眠っているようだ」

　ギルバートが戸口に立った男性に声をかける。

「わかった」

　フレデリックと呼ばれた男性が、ルークを抱え上げた。

「ルーク」

　ルイゼットは腕をだらりとさせ、運ばれて行くルークについて行こうとした。

「心配ない。彼は近衛騎士団長だ。医者に診せるから、コンティーノ家に一旦連れて行く」

「あなたの家に？」

「ええ、弟君は私がきちんと責任を持って連れて行きます。お嬢さんも怪我人なんですから、彼のことは私に任せてください」






「ああ、きちんと医者に診せよう。だが、君も診てもらわないとな。こんなに顔を腫らして……これはあの男にやられたのだな」

　ギルバートがハリーに叩かれ、腫れた彼女の頬に手を添える。

「だ、大丈夫です」

　なぜか自分を見るギルバートの瞳から目が離せない。壊れ物のようにルイゼットに触れ、愛おしそうに彼女を見つめてくる。

「すまない、もう少し来るのが早ければ」

　ルイゼットをぎゅっと抱きしめる彼の体が、カタカタと震えている。

「謝らないでください。こうして来てくれたではありませんか。ありがとうございます」

　彼女も戸惑いつつ、彼を抱きしめ返す。ギルバートの肩越しに、騎士服を着た男達が、鼻から血を流し気絶するハリーを担架で運んでいくのが見えた。

「ハリーは？」

「騎士団の牢に放り込む。ルイゼット達を攫い、乱暴しようとした罰は受けてもらう」

「あ、あの、ギルバート。私、歩けます」

　彼女を横抱きに抱え、彼は立ち上がった。

「無理しなくていい」

　彼はルイゼットの抵抗を無視し、スタスタと出入り口に向かって歩き出した。

　最初は遠慮しようとしたが、彼の腕に抱かれるのが心地よく、それ以上抵抗はしなかった。

「離しなさいよ、ちょっと、それは私のものよ、汚い手で勝手に触らないでよ」

　廊下に出ると、取り押さえられたジェシカが叫んでいた。ルイゼットが横を通るのにも気づかず、耳が痛くなるほど大声を出している。ルイゼットから奪ったドレスを掴んで離そうとせず、すでに生地はあちこち破れている。

「すみません、ギルバート、せっかくいただいたドレスを……」

「気にすることはない。もっと上等なドレスをいくらでも君のために買ってやる。何なら店一軒まるごと買ってもいい」

「いえ、そんな、じゅ、十分ですから」

　冗談だろうが、彼なら本当にそうしそうで丁重に断った。






５






　馬車の中でギルバートはずっと難しい顔で窓の外を睨み続け、ルイゼットは話しかける勇気がなかった。

　きっと問題を起こしたルイゼットに怒っているのだろう。

　コンティーノ家に着くと、ギルバートはルイゼットをハンナ達に託し、彼女と一切目を合わせないまま、乗ってきた馬車でどこかに行ってしまった。

　彼の態度に不安を覚えたものの、ルークのことが気がかりだったルイゼットは、着替えを済ませて弟が寝ている部屋に向かった。

　コンティーノ家の侍医にルイゼットも診察してもらっていると、ルークはすぐに目を覚ました。目覚めて見たこともない広くて豪華な部屋にいることに驚いていたが、ルイゼットの顔を見てほっとしていた。幸いどこにも後遺症はなさそうだった。

「旦那様から弟君が目覚めて体調に問題がなければ、ご自宅にお送りするようにと申し使っております。もし望まれるなら、ルイゼット様もお戻りいただいて構わないとのことです」

　ギリウムがギルバートの言葉を伝える。

「え？」

「望むなら、もうここに戻って来る必要は無いとのことです」

「そ、それは……どういう」

「『今は家族といるのがいいだろう』とのことです」

「私は……私はどうなるのですか？」

「もし子が出来ていたら報せろ。悪いようにはしないと仰っていました」

　つまり、彼女はお役御免だと、ギルバートは言っているのだ。そろそろ一ヶ月が経つ。妊娠がはっきりするまで、距離を置こうというのだろう。

「わかりました」

　でも、もし妊娠していなかったら、また戻って来てもいいのですか。

　そう尋ねたかったが、その言葉は口にすることはなかった。






　ルイゼットは、捨てずにおいた自分の服を着て、ルークと共に家に戻った。

「ルイゼット、ルーク」

「父さん、母さん」

　公爵家の馬車から降りたルイゼット達を、両親が出迎えた。

　初めて馬車に乗ってはしゃいでいたルークだったが、母の顔を見ると抱きついて泣き出してしまった。

　頭が良くて普段は少しでも大人に見られようと背伸びするルークも、まだ八歳の子供だったと思い知る。自分のせいで弟を危険な目に合わせてしまったと、ルイゼットは心を痛めた。

「ルイゼット。その顔……ハリーが？」

　母はハリーに殴られて腫れた頬を見て、さっと顔を曇らせた。

「大丈夫よ。お医者様はすぐに腫れは引くって」

「とにかく、中に入ろう」

　わんわん泣きじゃくるルークを抱き抱えると、父はルイゼットを中に促した。

「大変だったな。話は聞いた」

　両親は既にルークとルイゼットに何があったのか、事前に知らされていたらしい。

　ルークは泣き疲れ、母の膝に頭を乗せて寝てしまった。

　三人で公爵家からもらった上等なお茶を飲みながら、起こった出来事について話した。

「ハリーめ。あのろくでなしが……ルイゼットが家を出てからも、お前がどこに行ったのかとしつこくやって来た。何かしでかすのではと予想していたが、まさかルークにまで手を出すとは。まったく見境がないな」

「でも二人が無事で良かったわ。本当に公爵様はご親切な方ね」

「そ、そうだな」

「あなたの罪を赦してくれたばかりか、使用人としてルイゼットを雇ってくれて、あなたの仕事の斡旋や、私に医者まで手配してくださったなんて。しかも送迎の馬車まで……」

　母の言葉を聞いて、父が顔を引きつらせる。

「父さん？」

「その、母さんには公爵の別邸に押入ったことを話した」

「そうなのね」

「母さんにずっと秘密にしたままでは、どうにも寝覚めが悪いからな」

　父は一度足を踏み外しかけたが、人を騙したり、利用したりということが出来る人間ではない。

「いつまでも娘に甘えて、尻拭いさせるなんて。不甲斐ない親だと、怒られたよ」

　母に怒られている父の姿が目に浮かぶようだ。

「でも、心配していたけど、公爵家ではうまくやっているようね。以前と違って見違えるように綺麗になったわ。頬もふっくらとして肌も輝いて……」

　母が眩しそうにルイゼットを見つめる。

「母さんも、顔色が随分いいわ」

「新しいお医者様のお陰よ。これも怪我の功名かしら。父さんが公爵家に押入らなければ、こんな縁もなかったもの」

「そうね。父さん、新しい仕事はどう？」

「ああ、何とかやっている。お前がくれた好機だ。もう二度と昔みたいにはならない」

　すっかり昔に戻った父の姿を見て、ルイゼットは自分の選択が間違っていなかったのだと思おうとした。

「良かった」

　後は自分がギルバートの子を産むだけだが、もしかしたら彼はもう自分に興味がないのかもしれない。初めて彼と顔を合わせた時の、冷たい表情が思い出される。

　そこから二人の関係の何かが変わったと思ったが、それは勘違いだったのだろうか。

「ルイゼット、どうしたの？」

「どうした、ルイゼット」

　知らないうちに、彼女は涙を流していた。

「あれ、どうしたのかしら私……変ね。悲しい事なんて、何も無いはずなのに」

「無理も無いわ。大変な目に合ったんですもの」

「そうだ。あんな目に合えば、誰だって怖い。家に帰ってきて気が緩んだんだろう」

　両親はハリー達のせいで泣いたと思っている。

　それもそうなのだが、彼女に涙を出させたのは、ほっとした気の緩みではないと、わかっていた。苦しいまでに胸を締めつけるのは、もうギルバートに会えないかもしれないという、切ない気持ちだった。

　いつの間にかルイゼットは、体だけでなく心までも、彼に捧げていたことに気づいた。

　もうすべてが遅いのだろうか。






「ルイゼット、あなたどこか具合が悪いの？」

　家に戻ってからというもの、ルイゼットは今までと打って変わって、無気力な状態になった。

　今までは、家族を支えなくてはという、どこか肩に力が入っていた状態だったが、父が仕事に行くようになったので、それも必要がなくなった。

　母も新しく処方された薬のお陰で、少しずつ発作を起こす回数も減り、食欲も出てきたのか、以前に比べればかなり健康的になった。

　ルークも、ハリー達に攫われた時の恐怖は今でも残っているが、家族の愛情を受けて落ち着きを取り戻しつつあった。

　ルイゼットだけが、日々衰えていった。

　これまで滅多なことで泣かなかったのに、気がつくと勝手に涙が溢れていた。

　体も何だか重だるく、食欲も失せ、せっかくふっくら女性らしい丸みを帯びた体つきになっていたのに、昔のように痩せてきていた。

「別に、何でも無いわ」

　ぎこちなく微笑んだが、それが嘘だとすぐにわかり、かえって痛々しい。

「ハリー達に怖い目に合わされたせいだと思っていたけど、あなた、何か変よ。ハリー達はもうあなたに危害を加えることは無いわ」

　あの後、ハリー達の処罰について警備隊がルイゼット達に報告してきた。

　彼らの犯した罪は明白で、その動機も判明していることから裁判は迅速に行われた。ハリーは国の鉄鉱石採掘現場に労役に出され、ジェシカは厳格な修道院送りとなり、そこで修道院長の許可が出るまで暮らし続けるという。

　息子と娘の不始末を聞いて、父親のコクランは衝撃の余り心臓発作を起こし、今も療養中だという。

　ただ、誰がハリーにルイゼットの居場所を教えたのかは、まだ明らかになっていないが、調査は進んでおり、それが誰かわかるのも時間の問題だということだった。

「私達に隠していることでもあるのでは？　公爵邸で何かあったの？」

　情緒不安定な娘を見て、母は何かを感じ取ったらしい。

　一人で抱えきれなくなっていたルイゼットは、父さんには言わないでと告げて、母に全てを打ち明けたのだった。






「愛人って……ルイゼット、あなたそんな……」

　話を聞いた母は、明らかに動揺していた。親にとって、大事な娘が貴族の慰み者になるなど、受け入れ難いことだ。

「私は自分で決めたことに後悔はしていないわ。むしろ、あのままでいたらハリーに何かされていたかも知れないし、私は相手があの方で良かったと思っているの」

　他の誰でもない。彼に抱かれたことを、この先後悔することなどない。

「それで、その、妊娠の可能性は？　具合が悪そうなのも、もしかしたら」

　彼と出会ってほぼひと月。その成果が身を結んでいるかも知れない。

　しかし、ルイゼットは静かに首を振った。

　昨日、遅れていた月のものが始まった。だから尚更彼女は落ち込んでいたのだ。

「ルイゼット、いらっしゃい」

　母が彼女に向かって腕を広げた。

「母さん」

　迷わず母の胸に飛び込むと、ルイゼットはさめざめと声を殺して泣いた。

　タタタと、誰かが走り去って行く音が部屋の外から聞こえたが、二人は気にも留めなかった。

「ルイゼット、あなた、公爵様を愛しているのね」

　第三者から面と向かってそう言われ、ルイゼットは自分の気持ちがはっきりわかった。

「そうかもしれない。私は、彼を……こんなこと、望んでなんていなかったのに」

　思えば初めて彼の瞳を覗き込んだときから、彼に魅せられていたのかも知れない。父のため家族のためと言いきかせながら、ルイゼットの女としての本能が、彼を求めたのかも知れない。

「でももう、彼は私のこと」

「そうね。初恋なんて、実らないと言うわ。何とか出来ればいいけど、相手は貴族。可哀想だけど、諦めるしかないわ」

　ルイゼットもわかっていた。どんなことをして気を紛らわせれば、彼を忘れられるのだろう。どれくらいの時間が経てば、次へ進めるのだろう。報われない想いに身を焦がし、夜も眠れないという、昔読んだ恋愛小説の主人公の気持ちが、痛いほどわかった。

















終章












「やあ、ルイゼット。悪かったな」

「と、父さん？」

　ルイゼットは通されたコンティーノ家の別邸の応接室に座っている父を見て、何が何だかわからず呆然としていた。

　父の向かいにはギルバートが座っているが、すっと彼女は視線を逸らす。






　少し前、トントンと、ルイゼット達が住む部屋の扉を誰かが叩いた。

　入り口に立っていたのは、コンティーノ公爵家の執事長、ギリウムだった。

　彼はルイゼットの父が公爵邸にまたもや押しかけてきたと告げた。それを聞いたルイゼットは取るものも取りあえず、ギリウムに連れられやって来た。

　だがいざ来てみると、父はギルバートと二人でにこやかに座っていたのだ。

「じゃあ、そう言うことですので、後は二人で話し合ってください」

　ルイゼットが来るやいなや、父は立ち上がりギルバートにそう言って、こちらに向かって歩いて来た。

「父さん？　一体……」

「父親として、娘を守るためすることはした。もしそれで処罰されても、今度はきちんと受け入れる。お前にもう尻拭いはさせない」

　何やら達観したかのように、父はすれ違いざまポンと彼女の肩を叩いた。

「そのようなことはしません」

　父の台詞が聞こえていたらしいギルバートが発言し、父と二人で彼を振り返った。

「罪があるとすれば私の方です。このことであなたを告発はいたしません」

「そうですか。では、後はこの子次第です」

「わかっています」

　父は「頑張れ」とルイゼットにウインクして、部屋を出て行った。

「ルイゼット」

「は、はい」

　ギルバートに名前を呼ばれ、ルイゼットはビクリとした。

「もう、体は大丈夫なのか」

「はい、だ……ど、どうされたのですか、その顔」

　振り返って、彼の顔をはっきり見ると、左頬が腫れている。

「これは、まあ、愛の鞭と言ったところか」

「愛の……まさか、わ、私の父が？」

　ルイゼットは、去り際に父が言った言葉を思い出した。

「す、すすすす、すみま」

「ルイゼットが謝る必要はない。この件については、君の父親を咎めたりはしない。悪いのは私だから」

「ど、どうしてギル……こ、公爵様が」

「それより、どうしてすぐに言わなかった？」

「何を？」

　反対に質問されて、ルイゼットは戸惑った。

「決まっている。妊娠のことだ。子供が出来たのだろう？」

「ど、どうしてそれを……ま、まさかそれも父が？」

　どうやって父がそんなことを思うに至ったのか。妊娠するために、しなければならないことをする必要があるが、父が気づいたのだろうか。母にもついさっき話したばかりなのに。

「もしかして、さっきの母さんとの会話を」

「そうだ。君が私の子供を産むため、愛人となったことを聞いたそうだ。君のことで来たのだろうと思って、訪問を許可したのだが、大事な娘をそんな風にされて、怒らないわけがないだろうと、まさかいきなりこぶしをお見舞いされるとは」

　彼は怒っていないようだが、ルイゼットの顔は青ざめ、カタカタと震えている。

「言っておくが、これについて君が娘として責任どうこうを言い出す必要は無い。これで帳消しになったわけではないが、非は私にある。君と君の弟が攫われたことは、私にも責任がある」

「ど、どういう意味ですか？　攫ったのはハリー達で、それは私のせいで……」

　話の展開について行けず、ルイゼットはますます困惑する。

「まずは座ろうか」

　話が長くなるのだろうと、着席を促され素直に従った。

「あの、こ、公爵様？」

「ギルバートと呼べ」

「えっと、ギ、ギルバート、これは？」

　ソファに座ろうとしたルイゼットは、彼に手を引っ張られ何故か彼の膝に座って横から彼の顔を見る形になっている。

「私がこうしたいのだ。それに大事な体だ。労るのは当然だ」

「そ、そのことなのですが、こ、子供は出来ていません」

　彼女は慌てて彼の誤解を解く。父の勘違いで、ただ月のものが遅れていただけだと説明した。

「妊娠、していない？」

　明らかにがっかりした様子のギルバートに、申し訳ございませんと、謝った。

「謝らなくて良い。そうか、まだか。私の頑張りが足りなかったのだな」

「そんなこと……あなたは、じゅ、十分頑張って……」

　彼と過ごした淫らな日々を思い出し、ルイゼットの体が官能を拾う。彼に密着し、体温が伝わってくるだけに、尚更だ。

「と、ところで私と弟が攫われた件が、どうしてあなたのせいなのですか？」

　余計なことを考えまいと頭を振って、話を切り出した。

「あのハリーというろくでなしをけしかけ、攫うようそそのかしたのは、アビゲイル王女だ」

「お、王女様？」

　突然王女の名前が出てきて、ルイゼットは大きな目を更に大きくする。その表情があまりに愛らしく、ギルバートは目を奪われた。

「王女は……随分昔から、私に対し執着心を持っていて……もちろん誤解させるような素振りを、私は一度も見せたことはない。だが、私が君と出会って変わったことに気づき、私の身辺を探り君の存在を知ったようだ。それで嫉妬に駆られ、ハリーを煽ってあんなことになった」

「お、王女様が、私に、嫉妬？　どうして……」

　そんな雲の上に存在する人が、たかが平民の取るに足らない自分の何に嫉妬するのか。ただギルバートと契約して愛人になっただけなのに。まさか彼女も愛人になりたかったとか、そんな訳はないだろうが。

「私が、これまで誰にも抱いたことのない情を、君に対して抱いていることを女の直感で感じ取ったらしい。君がくれたあの刺繍入りのハンカチを、常に胸元に忍ばせ時折君だと思って眺め、唇を寄せているのを」

「ま、待ってください。情って、あ、あなたが私に？　あのハンカチを、私だと思って、な、何をしていると？」

　次から次へと彼の口から紡がれる言葉は、彼女にとって予想すらしていないものばかりだった。このままでは消化不良を起こしそうだ。

「私は、確かにあなたに抱かれて、その、子供を作るためには当然の行為で……それを王女様が勘違いして」

「勘違いではない。確かに最初は、それだけのつもりだった。ただ閨を共にし、そなたの中に精を放てば子は出来る。それだけのつもりだった」

『それだけのつもりだった』を、彼は二度口にした。それは、それだけでは済まなくなったということだ。

「でも、馬車の中で、あなたは私を一度も見てくれませんでした。見るのも穢らわしいのかと。それにその後もさっさと私を放って、ギリウムさんに伝言を託しただけで」

「あれは、私のせいで君が危ない目に合ったのが申し訳なく、腫らした頬を直視できなかった。その後は、今言ったように、王女が関わっているとなると、重大事だ。急ぎ対処する必要があったし、君もあんなことがあって弟のことが心配だろうと、両親の側に居た方が、気が休まると思ったからだ」

　言われてみれば、全て納得がいく話だった。

「も、申し訳ありません。配慮いただいたことに気づかず」

　ルイゼットは、気づかなかった自分の愚かさを思い知った。それもこれも、彼に捨てられたのだという考えが、彼女の思考を全て後ろ向きに引っ張ったせいだ。

「大変な目にあったのだ。無理はない。ただ、妊娠の可能性もあるから、私からいずれ逢いに行くつもりだったが」

　そこへルイゼットの父が訪ねてきたのだった。

「王女のことは、既にローハニア国王太子との婚約の話が進んでいる。いずれ嫁ぐまで、厳重な監視の下で花嫁教育を強いられる。出入りする者も限られ軽い監禁だな。陛下もこれまで自由にさせすぎたと反省され、そのうち君達家族に何らかの賠償をとお考えだ。君の父親にもその話は先ほど伝えた」

「そんな、別に私達は何も」

「君の父親もそう言っていた。子供達が無事だったなら、それでいい。実行犯のハリー達が処罰されたのだからと。だが、君達がそのつもりでも、陛下はそれでは納得されないだろう。言い方は悪いが、ここは口封じのため、陛下が提案したことは受け入れてもらうしかない」

「ギルバートがそうした方がいいと言うなら……」

　国王が、何らかの代償を払わなければ納得がいかないと言うなら、自分達は何も言う必要はない。

「それで、私とあなたの契約はどうなりますか？　愛人としての契約がまだ有効なら」

　彼に捨てられたわけではなかった。もう少し彼の側にいられるなら、たとえ愛人という立場でも構わない。

「そのことだが、その契約は無かったことにしてほしい」

「え？」

　ギルバートが契約破棄を口にし、ルイゼットは狼狽えた。

「違う。君に非は無い。そもそも最初にそんな提案をした私が愚かだった」

　彼は契約自体を後悔している。先ほど自分に情を抱いているようなことを言っていたが、もしかしたら気が変わって、きちんとした令嬢を妻に迎える気になったのかも知れない。

「そ、そうですか……でも、父のことや母の病気のことなど、あなたは既に約束を果たしてくれたのに、私は結局、何の約束も果たしていません。それでは申し訳が……」

「そうではない。そうではなくて……くそ」

　ギルバートは貴族らしからぬ言葉を吐き、頭を掻きむしった。

「最初からやり直したい。この前君に、君のお祖母様の肖像画を見せただろう？」

「はい」

　いきなり祖母の絵の話になり、きょとんとした顔になった。

「あの時はあんなことを言ったが、私も祖父の血を引いて女性の好みが似ているのか、あの絵は私の初恋だった」

「は、初恋？」

「そうだ。君を初めて見たとき、誰かに似ていると思って、まず興味が湧いた。それで君をここに招き入れるという普通なら絶対しないだろう行動を取った。君が父親のことで必死になる姿を見て、ますます興味が……違う、それも全て言い訳だ」

　彼自身混乱している様子だった。ルイゼットはドキドキしながら、彼の話を聞いていた。彼の初恋が祖母の肖像画で、祖母に似たルイゼットに、彼は興味を持った。祖母に似ていて良かったと、心の中で感謝した。

「祖母の顔がお好みなのですか？」

「祖父があまり熱心に魅入るから、どんな人だろうと興味はあった。それを初恋と言うなら、そうだ」

　そう言うギルバートが、少年のように仄かに頬を赤くするのを見て、ルイゼットは胸が騒いだ。

（か、かわいい）

「ルイゼット」

　彼は視線を彼女の顔に注ぎ、躊躇った後に彼女の頬に手を添える。

「私が間違っていた。君の良心につけ込み、君の純潔を奪って純真な君を淫らな行為に貶めた」

「お、貶めたって、私が自分で決めたことです。あなただけが悪いわけでは」

「そういう所だ。君は誰も責めない。父親のことも、私のことも。だからつい甘えてしまう。君に心も体も包み込まれ、ずっと側にいてほしいと」

「ギル……」

　彼は彼女に顔を近づけ、額を擦り付ける。

「君の、その愛情深さにつけ込む私のずるさをあざ笑ってくれてもいい。愛人契約はなかったことにして、改めて私と契約を結んでほしい。私の恋人、いや、将来は妻として」

　今聞いた言葉が信じられず、ルイゼットは言葉も無く息を呑んだ。聞き間違いだろうか。

「君が納得するまで何度でも言う。ルイゼット・クラフト、これからもずっと側にいてほしい。嫌なら断ってくれてもいい。それで君や君の家族を咎めたりはしない。でも、もし一欠片でも私に与える恩情が君にあるなら、『はい』と言ってほしい。私はもう君のいない人生は考えられない」

「正直妻でも愛人でも、何でも良いのです。ただあなたの側に居て、この先もずっとあなたに抱かれて、眠ることが出来たら」

「ルイゼット、それは駄目だ。順番は間違ったが、君をただの愛人にするつもりはない。君は私の唯一無二の相手だ。君を妻に出来なければ、他に誰を妻にするというのだ」

「でも、私は……祖母が貴族だっただけで、ただの平民です」

「それは何とでもなる。いや、たとえ今のままだとしても、君を妻にする手段はあるはずだ。難しい理屈や規則は、今は関係ない。大事なのは君が真に私の妻となることを望んでいるかだ」

「そんなこと、聞くまでもないわ。私だって」

「では改めて問う。ルイゼット・クラフト、この私の、ギルバート・コンティーノの妻となり、いずれは私の子供の母となってくれますか？」

　その言葉に必死さが滲み出て、彼女を見つめる瞳に熱が籠もる。ルイゼットは胸に熱い物が込みあげ、目頭が潤んで彼の顔が霞む。

「はい。ギルバート。私も、私もあなたのいない人生は考えられない」

「ルイゼット」

　彼女の目から溢れる涙を、ギルバートの唇が拭う。

「愛している」

「私もです。ギルバート、あなたのことを、誰よりも愛しています。でもこれは、家族への愛とは違う。あなたは私にとっても唯一無二の相手です」

「新たな契約の証だ」

　そう言って、二人は互いに引き合うように唇を重ねた。






　その後、国王からルイゼット達家族に書状が届けられた。

　内容は、後継が途絶え断絶となった家門を新たに復興させるというものだった。

　その家門とは「ブーヴィエ伯爵家」。

　直系卑属である「ルーク・クラフト」が、王命により爵位を相続することが布告された。

　後見はコンティーノ公爵。新たに伯爵となる人物の義兄が務めることとなった。
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